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鳩間方言の農業関係語彙
加治工真市
鳩間島は西表島の北約４kmの海上に浮かぶ周囲約3.9kmの小島である。島の中央部には最
ナカモリ
高標高33.8ｍのナカンゴムレ［nakammure］（中岡）（人|こより、ナカン可プレ［nakambure］
ともいう）があり、その東側にはほ､F同標高のウイヌ1．ウガン［７uinu-7u9a9］（友利お嶽）
の可ウガンヤマ［７u9aJ1jama］（お嶽の森）がある。また西側にもほぼ同標高のパカヤマ
［p9ka-jama］（墓の森）があって、第三紀層からなる島の中央高地を形成している。島全体
が琉球石灰岩からなる低島で、その上を島尻マージと称される土壌が覆っている。島では水
田耕作は不可能であり、従ってそれは古来対岸の西表島北岸一帯で行われてきた。東は赤離
から西は宇奈利崎に至る一帯に鳩間島の水用が分布しているが、これらの地域はマラリアの
椙獄する地であるため、人々はプーキ［puxki］（｢風気」の義か。風土病、マラリヤ）に罹
患することを怖れて、五－六日の泊りがけで、鳩間島から通って水田耕作の仕事に従事した。
場合によっては日帰りで仕事をすることもあった。このヤキー［jaki:］（風土病、「焼き」の
義か）の島へは、男が可イダフニ［7ida①uni］（板舟、サバニ）を漕いで渡り、稲作に従事
するのが普通であった。反対に、島での畑作は女が中心になって行われた。鳩間島にはハブ
がいないので、誰でも、いつでも、どこへでも行くことができた。ススキの密生した薮の中
へも裸足で入って燃料の枯れススキを拾うことができた。ユシプキ・キープサイン可ウジ
可ルプサインパッ司夕［juJlki-kiXpVusai97ud5irupVsaimpatt，a］（薄の薪を拾いに､、
ススキ
柴木を拾いに行った）のは婦女子であった。薄の原野lこ火をつけて焼き、ヤキバイ
［jakibai］（焼け跡のススキ）を刈りて畑を開墾するのも婦女子が中心であった。島での畑
作は女が、西表島での稲作は男が中心に行うという具合に、一応の分業が成立していた。こ
こでは、このような島の農業に関する方言語彙を集め、可能なかぎり生活と関連づけて記述
してみることにする。以下、五十音111頁に記述を進める。なお鳩間島と西表島の略図を参照さ
れたい。
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鳩間島略図
イ．ウイヌ可ウガン［７５両.７u9aO］（友利御嶽）
ロ．ピナイ可ウガン［pi両?u9aO］
ハ．アラブカーウガン［?a肩kah9a9］
二．ニシプドーウガン［niJido:－７u9aO］
ホタビヌブウバガン［taU面．>u9a9］
へフナ可バルウガン［①u両baruDu9aO］
卜可サンシキ［sanJiki］（桟敷）
チ．オー可シェ［示に］（役所、現コミュニティーセンター）
パマザ可キ［pamadzaki］●
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ウプドゥマ可ルPubudumaru］
ナラブリパマ［nararipama］
フナ－１バルバマ［①unabarupama］
フカバーIカパマ［①lJkabakapama］
シマナカ可パマ［Jimanakapama］
プシヌー'ヤー［buTi7THja:］
タチブバルバマ［t9tJibarupama］
ヤラヌ可パマ［jaranupama］
フクンドー［①9ｍ｢do:］
ニシドー［niTmo:］
ウプ可マイ［?uHimai］
イラコカマイPirakamai］
ナードー［fT菰57］
タチマバル［坦示baru］
サクラ可力［saiEHF百ka］
ナバハドー［na5雨do:］
シマナカ［Ji1iT百T7百面］
可カンドー［kando:］
スムスク［sumusVku］
イントゥ可マパマPintumapama］
マイブヌパマ［mainupama］
可サンバシ［sambaJi（桟橋）
ムラヤカ［muranaka］（村中）
ガツコー［gakko:］（学校）
ナカン可ムレ［nakammure］（中岡）
アンヌカーPannuka:］（東村井戸）
インヌカーPinnuka:］（西村井戸）
ウイヌカーPuinukaX］
パチンガカー［P9tJiD9aka:］
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図２西表島略図
鳩間島
○
０
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20．ナカ可シ［nakaJi］
21．ブナカズズル［nakadzuru］
22．ナカ可ダ［､a面｡a］
23．フノーブラ［①uH両面］
24．ピナイサキ［pi両扇面］
25．ヌザキダー［､u面面｡a:］
スーマダー［証｡a:］
＜鳩間島の水田地帯の地名＞
Ｌガバナレ［gabanare］
2．サキンダ[s9i祠5，
３．シタブタレー［JltadaTe:］
４．ユシプキダー［ju耐kidaX］
５．ウアミジ［７ubumid3i］
6．ケーダガーラ［ke:da9a:ra］
7．ケーダ［応｡a］ 26．ウイバルPuibaru］
27．カーダ［面面］
28．ウポーマダPubo:｡a］
29．ニシ可ミジ［niTTmid3i］
30．ウランザキ［7u両5百百ki］
31．パトウ可マレー［p9両､are:］
ホートゥバレー［iT51Ubare:］
32．ユニ［j、］
８．アーラバカ［？a:rabaka］
９．トウマダ［tumada］
10．キダバナ［kidabana］
11.タカマスク［takasuku］
12．クバシ丁夕［kubaJlta］
13．可インダPinda］
14．シーヌウチ［Jimu7utJi］
15．ブクバイズー［kubaidzu］ 33．イーリジマ［７i:rid3ima］
34．ウプビーＰｕ両bi:］
35．ダイ可クビー［面kubid
36・ナーシビー［両TiUF］
37．ガバナレヌ・ウプイシー［gabanarenu-?ubuiJi］
１６．クーラミナトウ［ku:raminatu］
17．クーラ［kura］
18．シザバナリ［Jidzabanari］
19．マーレー［maXre:］
－１６２－
Hosei University Repository
可アー［?a:］（名）粟。粟にも粘り気のある「糯」と「梗」があった。これにも、稲と同様、
ムチマイ（糯)、サク丁マイ（梗）と呼んでいた。アーヌ７．イー［７ａｍＭＸ］（粟の飯）は、
特に糯の御飯は美味であった。鳩間島は粟作よりも稲作に重点を置いていた。
アースン［７a:suO］（動）①脱穀する。②木の実などを、枝をゆすって落す。③あせもやお
できなどの化膿したものを潰す。アーサヌPaXsanu］（脱穀しない)、アーシコ・プサン
［?axJi-pusa9］（脱穀したい)、アーシテイPaXJiti］（脱穀して)、①マイアースン［ｍａｉ
?axsuO］（稲を脱穀する)、②フナブ可ヌユダウーがシテイアーシ可（［①unabunu
juda7uXkaJlti？a:Jiba］（九年母の枝をゆすって、実を落しなきいよ）
アーラバカ［７azrabaka］（地名)、ケーダの西側に開けた水田地帯。トゥマダ［tumada］の
中に入るが、その中の「東のハカ」の義を有するものと考えられる。トゥマダの東側の水
田の意であろう。ニシムレー［niJimurex］（米盛家)、アマシェー［７amaJe:］（小浜家)、
イラプブレーPiraburex］（西原家)、アザテー［７adzatex］（東里家)、ヨー可カヤー
[joxkajax］（西原家)、クメー［kumex］（小浜家）などの水田が広がっていた。
アイダ丁チPaidatJi］（名）槌。大工作業などで用いる槌。
鑿を使って材木に穴をあけたりする際には、この槌が便利
である。小さな木槌は、アイダチェーマPaidatJexma］と
いい、米を搗<際に用いる杵の－種にもアイダ丁チという。
家造りなどのバコーシン司力［bakoXJiUka］（大勢の共同作
露
(大勢の共同 業人） の食事を賄うには、普通
の杵では間に合わない。ウブアイダコチ［?ubu?aidatJi］（大きな木槌の杵）で、三人一組
にし、掛け声をかけあいながらら米搗きをした。マイッサイ［mai-ssai］（米搗き）には、
普はイナ可シキPinaJiki］（｢稲搗き」の義か。杵）を用いた。
建築用に用いる大きな木槌に対しては、ガバゴラ［gabara］という。主に大きな材木を
打つのに用いた。船揚げのさい、バンギ［baU9i］（敷き木）の上におくコロ［koro］など
を打つには、これが使われた。例、アイダ可チシヌン丁（ウティアナプリ
［?aidatJiJinumba7uti7anapuri］（木槌で鑿を打って穴を掘れ）
アウＷ［?auda］（名）春。藷などやダイ可クニ［daikuni］（大根）など
の野菜を入れて運ぶのに用いる。大型のアウ丁ダには堆肥などを入れ
て運ぶ。アイ丁ク［７aiku］（担い棒）の前方と後方に吊して担ぐ。前、
後の一対の春を、プスカタ丁ミーpVsukatami］（－担）という。一方だ
けにでは、カタ可テイ［k9tati:］（片手）といい、前方だけに荷が重く
なることを、マイ可ニー［mainix］（前荷）という。シキゴイアウ可
ダナイリテイコカタ可ミ［J9ki9oiPaudana？iritikatami］（堆肥
を春に入れて担げ)。
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アガマミPa9amami］（名)、「赤豆」の義、小豆（あずき）のこと。アンム丁チ［７ammutJi］
（餡餅）の餡の材料として利用される。
可アザ［?adza］（名）畦。パタキ可ヌ・アザ［p9takinu?adza］（畑の畦)。畑を仕切った境界
線部。人一人が歩けるほどの道幅がある。この部分に豆を植えたり、シン可ザ［Jindza］
（甘薦、砂糖きび）を植えたりした。キーブウン［kix?u､］（たびおか）を植えることも
あったが、これは地味を衰えさせるともいわれていた。
アザー1バライー?adzabarai］（名）畦ばらい。畑の畦の雑草を刈り取ること｡
アダンブラブヌ・フキ［７adamburanu-の9ki］（名）あだんの芽。和名、アダン、タコノキ科
植物。阿檀の葉は細長くとがっており、葉の両側と裏にはとげがある。幹の下から多数の
気根が垂れる。この気根をアダナブシ［７adanaJi］（阿檀の気根）といい、強い繊維から
なっている。この繊維で絢った縄をアダナ可シ・ジナ［7adanaJi-d5ina］（アダン綱）とい
う。葉はアダンブパー・ムス［７adampax-munu］（あだん葉筵）の原料となる。海岸の砂地
などに自生しており、実は熟れると食べられる。パインの形状をした実が熟れると赤色に
なり、甘味が出るので、可マコヤ［makoja］（やし蟹）はそれを狙って阿檀の木によじ登
り、その実を食う。アダンブラ可ヌ､.フキ（阿檀葉の茎、芽）は、石垣島あたりではマユ
デイテイ［juditi］（苑でて）灰ぬきをして、味噌あえして食べるが、鳩間島では食べな
かつた。例、アダンブラ可ヌ.可フケーツファーセン［?adamburanu①Vke：ffaXnse9］
（阿檀の茎は食べなかった｡）
アブ句シPabuJi］（名）田の畦。田と田を仕切った境界の土を盛り上げた部分。人が歩ける
道幅があり、通路として利用される。アブ丁シ可パライテイリーヤーラクン可
[７abuJiparaititaZjaxrakuU］（畦の草を刈り払って田を耕す）
可ウネ［?une］（名）畝。新しく共通語より借用されたもの。可ウネアギティ可シキゴイ
イリリ［?une7a9itiJlki90i7iriri］（畝をあげて、堆肥を入れなさい｡）
モミ［momi］（名）籾。米の外皮をつけた状態の穀物。モミガラ［momi9ara］（籾殻）アラ
ム丁トゥ［?aramutu］（精米の中にある籾殻の除去されないま、の米に籾）
モミガラ可ヤキテイ可パタキプヌコイ可ナスン［momi9arajakitip9takinu
komasuO］（籾殻を焼いて畑の肥にする)。アラム可トゥプサウン［７aramutupVsauD］
（精米の中から籾を拾う）
アマ可ダ［?amada］（名）魚類を火で焙って乾燥させるために作った金網。普通針金（８ば
ん線）を利用して作った。３－４センチ四方の大きさの網目の金網を作り、それを竈の上
にかけ、その上に魚類を置いて火で焙り、焙乾する。このようにして焙乾にかけることを、
－１ガスン［9asuO］（焙乾する）という。ガシ可．イズ［gaJiidzu］（焙乾した魚)、ガシ可タ
グ［9aJi-t9ku］（焙乾したタコ）はうま味が出るといわれている。
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アマン可グイ［?amaO9ui］（名）雨乞。早魅が続いて農作物に被害が出ると、島のサカサ可
［s§kasa］（司、神女）やカン可ブス［kamp1su］（神人、テイジリ丁ビ)、それにヤク可サ
［jakusa］（村役人、祭祀係）らが集まって協議し、サカサ［s9kasa］同）にピュール
［pjU:rU］（日選り）をとらせて「雨乞い」の祭祀を実施した。ウイヌ丁．ウガン［?UinU
u9a9］（友利お嶽）で「雨乞い」の祈願をし、天乞いの神歌を歌って五つのお嶽を回り、
道中、井戸から汲んできた桶の水を枕杓で汲み、それを掛けながら進んだ。雨乞いの歌に
はナガミク（長め句）とハヤミク（早め句）がある。トゥムル・ウガン（友利お嶽・普通
はウイヌ．ウガンという。）のナガミクは六連からなり、ハヤミク（早め句）は三十連か
ピナィ
らなる。ニニシコドーウガン（西堂お嶽)、マイ可ヌ・ウガン（髭ツ御嶽、ピナイ丁・ウガン
ともいう。)、アラ可カーウガン［?araka:－７u9aO］（新川お嶽、ミジムトゥともいう。）など
のお嶽で歌われる歌も、ほぎ六連からなっている。
雨乞いの歌（アマン可グイPamaD9ui]）の例。
トゥムル．ウガン（ナガミク）
ウブシクヌマブルシュアミブシャヌ
ウブトゥムノレカミガナシアミブシャヌ
ウマンチュヌニガイヤアミブシャヌ
アカカラジヌニガイヤアミブシャヌ
タンディトートゥマブルシュアミブシャヌ
アラクトートゥカミガナシアミブシャヌ
（以下略）
アロー可ナ［７aroma］（名）粗うち。荒うち。初耕。初耕は田の水をおとして華を牛に引か
せ、稲の刈り株を埋めるか、あるいは人力でキー可パイ［ki:pai］（木鍬）を使ってスリー'パ
イ［suribai］（刈り株）を土中に埋めるように耕す。カツシン［k9tsuJiU］（鯉漁）が終っ
て、イガメーPi9amex］（烏賊釣り漁）がズング丁ヤー［dzuOEu･ja:］（十五夜）の頃で終
えると、サバニで西表島に渡りアローナを始める。
アンヌ・カー［?annu-kax］（名）東の村井戸。東村の東北方の村はずれにあるウリ可カー
［?urikaX］（下り井戸。鐘乳洞の底の湧水を利用した井戸のこと)。この井戸は、本来は鐘
乳洞である。幅約10メートル、高さ約５メートルの入口をもつ鍾乳洞が地上部から地下約
３０メートルの地点へと傾斜しながら発達形成している。底部は狭くなり、湧水が溜るクム
可ル［kumuru］（水溜り）がある。洞の斜面に階段を作り、そこを昇り降りして水を汲む。
この井戸は西の村井戸に比して湧水量が多かった。洞窟の底部に水桶二個置き、それに湧
水をウム可ル［７umuru］（クバの葉で作った柄杓）やペー可ラルe:ra］（熟した瓢箪の中を
割りぬいて、二つに割ったもの、柄杓に利用する）で汲み入れ、地上へ運ぶ仕事は重労働
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であった。
イガ゛バーキ［?i9a-baxki］（名）烏賊を入れるに用いる竹製の籠、旅。漁業に用いるので常
に海水が力､、る゜普通のグー可ジ［kuxd5i］（トウヅルモドキ）の皮で製造した旅は水分を
含むと柔らかくなって扱いにくい。竹製のバーキは水分を含んでも硬く、型くずれしない。
取扱いに便利なのでイカ釣り漁に好んで用いられる。例、イガバーキヌピッ丁チンイ「
ガホーブソーレータン［2i9axbaxkinupittJin7i9ahoxsoxreXtaO］（竹籠のいっぱい烏賊を
釣られた)。
イソーシPisoxJi］（名）石臼。米、麦、粟、豆などを畷
<のに用いる石製の臼。餅を作る際には、一昼夜水に浸
けた糯米をイソーシで硬〈。ウー可キ［７uxki］（桶）の
上に、アジ丁マー［７ad5imax］（十字に交叉した腕木）を
置き、その上に石臼を乗せて糯米を硬く゜糯米を石臼の
上に盛り、茶碗でバケツの水を汲み入れながら石臼を回
転させて硬く゜硬き終えたら、桶の中の液をメリケン袋
に入れ、口を締めて石臼を乗せ、一晩かけて水分を切る。
ここようにして固められたデンプンを一定の型に仕西げ、ムチ・カグ［mutJi-kagu］（｢餅
篭」の義か。蒸し器）に入れて、蒸気で煮る。豆腐も糯米と同じ要領で硬き、溶液を大鍋
で煮る。凝固した大豆のデンプンを型箱に入れて水分を切り、豆腐に仕上げる。麦などは
ソ－７キ［soxki］（大きな箕）の上に石臼を置いて硬き、小麦粉に仕上げる。例；イソーシ
可・シクーピキー［７isoxJi-Jikuxplki］（石臼で小麦粉を隈きなさい)。
イツァ可ビ［?itsabi］（名）和名、ケイヌビワ。クワ科植物。イチジクに似た小さな果実をつ
ける。鳩間島では旧盆に、仏前に供えるムルムル［murumuru］（法事やお盆のとき、甘
薦を約20センチの長さに切って12-13本束ね、それにフナブ［①unabu］＜みかん、九年
母＞、バン可スル［bansuru］＜グワバ＞、キダヌ可ナル［kidanu-naru］＜黒檀の実＞などと
共に盛り合わせて供えるもの）に入れる品の一つとして利用された。
マイニ［7ini］（名）稲。マイ［mai］（米、稲）というのが普通。古謡などで、イニガタニ・
アヨーのように稀に用いられるくらいである。イニシリ丁ブン［?iniJiribuJi］（稲摺り節)、
イナ丁シキ［７inaJlki］（｢稲搗き」の義か。杵のこと）などのように用いられる程度である。
伝統的な稲の種類は、ザイレー可マイ［dzairemai］（在来種のこと。穂先に長い剛毛状の
芒がある。実は赤紫色)、ホーゴライ［hoXrai］（蓬芙種）などがあった。
イニプッサイ［?ini-ssai］（名）「稲精げ」の義。玄米を搗き臼に入れ、イナ可シキ［?inaJlki］
（｢稲搗」の義、杵のこと）で搗いて精げること。精米すること。
イニコピキ［?ini-piki］（名）「稲砺」の義か。稲摺りのこと。モミをピキウシ［pjkiuJi］（摺
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り臼＜硬き臼の義か＞）に入れて摺り、玄米にすること。米摺りのこと。
イモチ可ビョー［?imotJibjox］（名）稲熱病。稲の病気。稲の葉に白の斑点が現われ、腐敗し、
枯れていく。また稲の根の部分から枯れていく場合もあり、実は結ばない。ホーライ可マ
イ［ho:raimai］（蓬莱米）の裁培が普及するようになった戦後に、この種の病気が多く発
生した。たんに、イモ可チ［７imotJi］ということもある。稲の病気の－種に、ムイ可フク
ン［mui-①Vku9］（生長しすぎて実を結ばない病気）がある。
可インダ［§inda］（地名）名寄帳などには「伊武田」と記されている。伊武田崎一帯。ここ
には、人頭税の時代に、鳩間島の田小屋が集団的に建てられていた。石垣で屋敷を築き、
家を建て、そこに宿泊して各自の田地へ赴き耕作したという。そこを丁インダムラ（伊武
田村）という。海岸にはナーパマ［naxaxpama］（長い浜)、可フクパマ［①Vkupama］（福
浜)ロインダ・パマ（?inda-pama］（伊武田浜）があり、ナーパマの上にはナーパマヌ・
ガマ（長浜の洞窟）がある。
ナカモリインヌ・カー［７innu-kaX］（名）「西の井戸」の義。西村の村井戸。鳩間桟橋から中岡方向へ
約150メートルほど奥へ進んだ所にある掘り抜き井戸。昭和54年７月、西表島からの海底
送水施設が完成するまでは、この村井戸の湧水が島の人々の生命の泉の一つであった。
従って村人は、これらの村井戸に対して、カーヌ．ニンプガイ［kaXnuni99ai］（井戸の祈
願）をし、井戸の神に対する感謝の意をあらわした｡
ウイヌ・カー［Puinu-ka:］（名）村井戸の一つ。ナカン可ムレ［nakammure］（中岡）の北、
約200メートルの所にある井戸。本来はウリ丁カーであったが昭和に入ってコンクリートで
掘り抜き井戸に作り変えた。塩分が少なく、おいしい水として利用された。村から遠いた
め、通常は他の二つの村井戸ほど活用されなかったが、夏場の渇水期には活用された。畑
仕事の帰りに、この井戸の水を一服すると命が長くなる思いがすると言われていた。
ウイバル［７uibaru］（地名）上原村。往古マラリヤで廃村と化し、住民の一部が鳩間島に移
住した。戦後マラリヤの撲滅に伴ない、鳩間島からの移住者が増え、宮古島からの移住者
も増加して現在の賑いをみるに至った。カンザトゥ可ヤー［kand
サッキャー［のVsakkjax］（冨里家）などの水田や畑があり、トゥ
家、田代家）などの水田、畑地があった。
ウー可キＰｕ:ki］（名）桶、桶の総称。他にクーピキ・ウー可キ
[kandzatujax］
トゥムレー
(慶田城家)、ス
ー
[tumureX］（友利
[ku:plki?uxki］（粉砿き桶）ミジ・ウーキ［mid5i?uxki］（水桶、
担桶)、タマ・ウーキ［tama-7u:ki］（玉桶、水中眼鏡用桶)、など
がある。桶の輪は、竹製の輪と針金製のそれがあったが、竹製の
輪の桶が扱いやすかった。例、ウー丁キブテイダナ可プシ・シ
ケータサリテイミジコムリシゥカーラヌＰｕ:kitidana
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pVJi-Jlke:tasaritimid5imurisika:ranu］（桶を太陽に干しておいたら乾いて水漏れ
して使えない)。
ウーコムン［７uxmuD］（動）①熟れる。果実が熟れる。穀物が熟する。ウーマプヌ［７umanu］
（熟れない)、ウー可メーン［７uxmeXD］（熟れた)、ウーミ可ミテイ［?uxmiti］（熟れて)、例；
マイヤウープメーンカヤー［maija7ume:Dkaja:］（稲は熟しただろうか)。フナコ
ブーンバサン可ナルーンウーマコシテイツファーバルンマ司一［①unabu:、
basannarum7umaJltiffaxbaru7mmax］（みかんも、バナナも熟させて食べた方がおい
しい）ナマンダ・ウーミ［namanda-7uxmi］（半分熟すること、半熟)。バサン可ナルヌナ
マンダウーミシーブモー可フチスボー可ヌツファーラヌ［basannarununamanda‐
？uXmilixbuxmox①lJtJisubomuffaxranu］（バナナの半熟したのは、渋くて食べられな
い)。②化膿する。傷口などが膿をもつ・アシブブヌウー丁ミティゴヤミナラ丁ヌ
［７aJibunu？uxmitijaminaranu］（おできが化膿して、痛くてしかたがない)。
プウキンPukiD］（名）和名、ウコン。ショウガ科植物、篭金。根茎は黄色を呈し、漢方薬
として用いられる。鳩間島では、切り傷やその他の傷口からの細菌の侵入による発熱があ
る場合に、ウキン酒と焼き塩を混ぜてこれ、それを傷口のまわりから全身にすりこむよう
に摩りつけた。例、ウキン可トゥサキトゥマース丁バマザー可シティツシッツァー
シドゥーピコーッタ［７ukin-tus9ki-tumaxsu-bamadzaxJitiJJittsaXJidux
plk｡xtta］（篭金と酒と塩を混合して、こすって、全身を引きこするようにすりこんだ)。
可ウシ［７uJi］（名）臼。臼の総称。ピキ．ウシ［pjki-uJi］（硬き臼)、シキ丁．ウシ［JjkiuJi］
（搗き臼)、イソーシ［?isoxJi］（石臼）などがある。カマブク・シッキ丁ウシ［kamabuku
Jikki-7uJi］（蒲鉾を搗〈臼）は米搗き臼よりもぐっと小さく、高さ60センチ程度で、坐っ
て搗〈ことができるようになっている。例、ウシタテイプール可ムチスクリ７ムー
ツサイヨー［７uJit9tipuxrumutJisVkurimuZssai-jo:］（臼を用意して豊年祭の餅用の
米を搗きなさいよ)。
ウシ［７uJi］（名）牛。農耕用の牛。ビキ・ウシ［biki-7uJi］（雄牛)、マアガマラー・ウシ
［?a9amarax?uJi］（赤毛の牛)、ミー可ウシ［mix-7uJi］（雌牛)、ウシヌ可・ヤー［７uJinujax］
（牛小屋)、ウシ・マキPuJimaki］（牛の牧場、西表島の北岸、伊武田地区と赤離地区
に大正頃まで鳩間島の牧場があった)、ウシヌプ．ウガン［７uJinuJu9a9］（牛のお嶽、伊
武田の牧場にあった牛のお願所、お嶽)、牛のヤー可バン［jaXbaD］（印）をつけたりした
所。
ウシヌ丁．コイ［?uJinu-koi］（名）牛の糞便を集めて堆肥に入れ、発酵させたもの。普通地
味の痩せた畑に、シキゴイ［Jlki90i］（敷き肥、畑の地中に堆肥を入れて埋め、士を被せ
てその上に作物の苗を植え付けるに用いる）として利用する。
ウシヌ丁ツサ［?uJinu-ssa］（名）「牛の草」の義。牛の飼料。鳩間島では、普通は牛を原野に
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繋いで野草を食わせて飼育するので、牛の飼料をゴツサ［ssa］（草)」という。牛を野に繋
ぐことを、バツァブムン［batsamu9］という･例、パタキ丁ヌスバプヌガーヌー可ヌ
ナカ丁ナーウシ可バツァー1ミテイクー可タ［p9takinusubanu9amumunakanaX
7uJibatsamitikmta］（畑のそばの原野く茅野＞の中に牛を繋いできた)。
ウシヌブ・ヤー［?uJinu-jax］（名）牛小屋。鳩間島では屋敷内に牛小屋を作ることはしな
かった。村外れの空き屋敷を利用して掘建小屋を作り、壁がなく、屋根をつけただけの小
屋にするのが普通であった。牛は耕作が終ると原野に繋ぎ、野草を喰わせるようにした。
鼻綱を５－６尋の長さに保ち、綱の端を小さなユシ可キ［juJlki］（薄）に結えて、その周
囲の草をぐるぐる回りながら喰うようにした。
ウジ丁ル［?ud5iru］（名）木の小枝。柴。枯れ木の小枝などを切ってきて燃料としたもの。
鳩間島では山がないため、原野などのススき叢の中に桑やバンシローなどの潅木類が自生
している。それらを切りとって枯らせ、燃料としたものをいう。枯れススキと一緒に燃や
すと火持ちがよくなる。例、パタキ可ヌプアザーラウジブル丁スリクープタ［p§taM
nu7adzaX-ra7ud5irusurikmta］（畑の畔からウジルを鎌で剃ってきた｡）
ウトゥン［７utu9］（動）竈から鍋を取り上げ移動させる。ウテイルン［７utiru9］ともいう。
ウタヌ［７utanu］（鍋を取らない)、ウトゥタンPututaU］（鍋を取った)、ウティティ
［７utiti］（鍋を取って)、ウティプサン［PutipusaU］（鍋を取りたい)、例、ヨナベー
キサーティー１フトゥッチブブアバテイ可ウテイー1バー［nabe：kJsaXtiのVtuttJibu
？abati7utibax］（鍋はすでに沸湯している。急いで竈より鍋を移動しなさいよ）
ウブ可ミジ［?ubumid5i］（地名）「大見謝」などのように古記録にはみえる。「大水」が語源
であろう。「水量の多い川」の意である。この川は、大雨の時には越えられないほどの激
流となる。古見岳に降る雨が急勾配の山間の谷間を流れ落ちるからであろう。例、ミジヌ
ー’シカラー可ヨーウブブミジェーラケーダガーラヌン可ドゥスー可ワティアザリ
ブ可グー［mid5inuJlkaraxjoZ7ubumid5exｒａｋｅ:da9aXranundusu:wati7adzaribu-dax］
（水分＜水量＞はねえ、大見謝川より慶田川の方が強いく多い＞といわれているんだよ）
ウボーマダ［７ubmda］（地名）現在の中野村一帯。この￣帯は戦前、戦後にかけて炭坑が掘
られ、ここから採掘されたシキ可タン［JlkitaO］（石炭）は浦内港から船積みされた。また
台湾航路のゾーキ［dzoxki（蒸気船）は白浜港でこの石炭を補給した。トゥムレー
［tumureZ］（友利家、田代家)、トゥージェー［tu:d5e:］（通事家)、ウフタン可ヤー［?u①
９taJlja:］（太田家)、イラコブレ［７irabureX］（西原家)、可ナラシケー［naraJlkeX］（成底家）
などの水田があった。
ウランザプきPurandzaki］（地名）宇奈利崎、現行の地図帳などでは、「ニシ崎」とあるが、
鳩間島ではこの辺一帯をウランザキと称した。ここは、カジマール［kad5imaZru］（｢風ま
わり」の義。時化になること）になると、ウランザキのリーフに砕け散る波の花が一段と
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高くなる。これによって鳩間島の人々は天候の荒れを予知し、台風や時化の程度を推定し
た。
可ウン［?u9］（名）「イモ」の義。甘藷。サツマイモ。クーフキう゛ウン［kuxのVki-?u9］（粉
ふき芋)、キール・ウン［kiXru?uU］（黄色いも)、ハナクラ可ガー［hanakura9ax］（ハナク
ラガ芋)、ヒャクゴー［c9ku9ox］（百号）などといわれる甘藷の種苗が導入されて作付さ
れていた。中身の黄色い、キールウンは甘味があり子供に好まれ、ヒャク可ゴーやクーフ
キウンは炊くとデンプン質が多く、大人たちに好まれていた。
可ウンツァイ［７untsai］（名）和名。ヨウサイ（甕菜)。ヒルガオ科植物。一年草。湿地帯に
生える。西表島の水田地の湿地を利用して栽培した。葉はサツマイモの葉に似ており長卵
形で濃緑色。茎は中空で細長く、蔓`性で地面を這う。煮ると歎くなり、鰹の頭のダシ汁の
生臭さをよく消し、味をたっぷり含む。美味。年中食することができる。例、丁ウンツァ
イシミコキーイズトゥ丁バカシブミーPuntsaiJimikiX？izutubakaJi-miX］（ヨウサ
イを摘んで魚と一緒に煮てごらんよ）
ウンプ・ディル［?undiru］（名）芋旅。芋を入れる旅。クー可ジ［kuXd5i］（トウヅルモドキ）
の皮で編んだ旅。両端に吊り紐がついており、アイリ［?aiku］（天坪棒）にかけて担ぐ
に用いる。また、テイルに入れた芋を旅と共に海に入れ、片足をテイルの中に突込んで扱
き洗う。テイル可．ヌ・ブー可［tiru-nubuX］（旅の紐）を片手で引っぱったり緩めたりし
ながら、テイルの中の芋を回転させて洗う。例。ウン丁・デイル・ナ丁ウン可フナイバ
［2un-diruna7unのunaiba］（芋旅に芋を入れなさいよ）
ウン・クジ［７unnu-kud5i］（名）甘薯の澱粉。「いもの葛粉」の義。単に可クジ［kud5i］と
言えば、甘薯、キャッサバ両芋の澱粉をさす。このデンプンで作るテンプラをウンヌリ
ジ・テインプラ［?unnukud5i-timpura］（いもぐずテンプラ）と称して美味である。祭日
や法事のときに作った。また病人が出て食欲がなくなると、これでブッ可トゥル
［butturu］（ゼリー状の澱粉の揚げ物で美味である）を作り、病人に与えて元気づけた。
オーー'ヌ・イー［７omu-7i:］（名）「豚の飯）の義。豚の飼料。魚の頭や骨などを残飯類とご
た混ぜにして煮て与えた。ウンヌ可パー［７unnupax］（イモの葉や丁ウンツァイ［７untsai］
（えん菜）などの葉菜も混ぜて煮た。屑いもなどは、アライジル［７araid5iru］（洗い汁、
米のとぎ汁や魚の洗い汁など）と共に煮て与えた。例、オー可ヤヤー可サティナキベー
可バァバティオー可ヌ゛イーバカシ［2mjajaxsatinakibe:ba7abati？omu?ix
bakaji］（豚はひもじいと鳴いているから、早く豚の飯を炊きなさい)。
二やし
マオンケ・ヌ・コイ［7oUke-nu-koi］（連語）便所の肥。便所と豚舎が結合しており、人糞を
豚に食わせていたが、戦後衛生上の問題から禁止され、便所と豚舎が切り離された。豚舎
から出る糞や尿、豚を洗う水が肥壷に溜り、人糞と混合させて発酵させ、水肥とした。こ
れを水肥桶に汲み入れ、野菜畑の野菜類にかけた。そのために回虫や嶢が発生し栄養不良
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の子供が出現した。この回虫、嶢虫駆除のために、ナツァープラ［natsaXra］（海人草）を
煎じて飲んだ。
カーダ［kaXda］（地名）現在の中野村と上原との中間あたりに開けた水田地帯をいう。マイ
タブ可レー［maitabure:］（吉川家)、トゥーブジェー［tuzd5eX］（通事家)、トゥムレー
［tumureZ］（友利家）などの水田があった。
カーチー可パイ［ka:tJi:bai］（名）風の名。夏至の頃に吹〈南風。南風のやや強い風が吹き続
き、天候不順になる場合がある。一般的には、この風が吹〈と暑気が凌ぎやすくなるので、
人々はこの風の吹〈のを待ち望む傾向にあった。特にイダフニに籾を積んで鳩間へ運ぶ際
には、この風を帆にはらせて島の前の渡（マイヌ・トゥー［mainu-tuz］＜鳩間水道＞）を
往来したものである。
カイ可スン［kaisu9］（動)、田や畑を耕す。可ターカイ可スン［ta:kaisuO］（田を耕す）カイサ
可ヌ［kaisanu］（耕さない)、カイ可シティ［kaiJlti］（耕して)、カイシ・可プサン［kaiJi．
WsaD］（耕したい)。クヌカナパイ可シェーパタキカイサラプヌ［kunukanapaiJeX
ｐ§takikaisaranu］（この鍬では畑を耕すことができない)。マタカイシ［mata-kaiJi］
（名）二度打ち。荒打ちしたところを再び耕し、整地すること。
ナカ可シ［k9kaJi］（名）案山子。共通語からの借用語。田の中に人形を立てて、野鳩やカラ
スが稲穂を喰いあらすのを防いだ。ヌキ可ムス［nukimunu］（猪脅し。猪害除け、鳥害除
け）というのが伝統的な言い方である。カカ可シスク司り－１タテイシケーヌガラ可サー
ピッ可チンウバーンバン［k9kaJis9kurit§tiJikeXnu9arasaxpittJin？ubaXmbaU］
（カカシを作ってたててあるが、カラスはちっとも怖がらないよ）
ガキ可ザー［9akidzaX］（名）熊手。豚舎や山羊小屋、牛小屋などに敷きつめた茅などを集め
て堆肥を作るのに用いるものは柄が長い。他方、海で角又などの海草を収穫する際に用い
るものは柄が短かい。約１尺ほどの長さの柄に熊手を作り、枝珊瑚の間から角又などを掻
き出すのに用いる。例；ガキザーシイーンガキトゥリ［gakidza:Ｊ７ｉ:Ji9akituri］
（熊手で角又を掻き出して取りなさい)。
ガシ［9aJi］（名）「餓死」の義･飢鐘のこと･ガシドゥシ［9aJiduJi］（名）飢饅の年。例；
イクサ・ユー丁ヌアトースクリ丁ムヌーンナーブンブレー丁ンダイッケナ丁ガシ
バシームイ丁ウンバー可キプレーティンキソーッ可タ［７ikusa-jumu7atoZ
sVkurimunumnazmburemda7ikkena9aJibaJiXmui_?um-baXkipure:ti
7Dkisoxtta］（戦後は農作物もなかったから、たし､そう飢饅がして、株出しのイモまで掘っ
て食べられた）
ガシ可イズ［gaJi-2idzu］（名）焙乾した魚の意。魚がたくさん獲れたときには、腹部の内蔵
類を取り去ってアマ可ダに乗せ、焙乾する。ピー可カー［pi:Ｍ］（アイゴの仲間）やオン可
デー［?ondeX］（ジャバイアゴ)、イラブ丁チ［７irabutJi］（ブダイの仲間)、グル可クン
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［gurukuU］（ササムロ）などは、焙乾して保存した。例、丁アンシイッ可パイイズ可
ガラシケータ可ガシシケー［７anJi7ippai？izu9araji-keXta9aJiJikex］（網でたくさ
ん魚をとってきたので焙乾してある)。
カジゴイ［kad5i-9oi］（名）水肥。便所から出る人糞と、豚舎から出る豚の糞尿を肥壺で集
め混合させ、発酵させたもの。発酵させた糞尿水をコイ・フダル［koi-のudaru］（水肥用
の柄杓）で汲み、可コイタング［koi-taO9u］（水肥桶）で担いで畑へ運んだ。水肥桶一個を
カタ・可ティー［k9tatix］（｢片手」の義か）といい、二個で、プルカタコミ［pVsu
katami］（－担ぎ）という。天秤棒で、前後に水肥桶を吊して担いだ。－日に20カタミほ
ど担ぐと肥壷は空になった。
ガシ可タク［gaJitaku］（名）焙乾した蛸。いったん茄でた蛸を軒などに吊して水きりをし、
これをアマ可ダ［Pamada］（焙乾用金網）に乗せて焙乾したもの。硬くしまって噛みにく
いが、噛み続けるうちにうま味が増えていく。幼児の歯が生え始めるころ、吸盤と皮を剥
ぎ取って幼児にしやぼらせるとよいといわれている。例、ガシ可タコータブイラリン丁
グー［gaJitakoxtabuirarindax］（焙乾した蛸は長期間保存できるよ)。
カタパーヌキプル［k§tapa:-nukiru］（名）片歯鋸。普通の鋸
は片方に歯がある。鋸歯は大きい。しかし、細工用鋸は指
物などの細かな作業に用いるため、幅が広く、厚みの薄い
鋸で、鋸歯も細い。
ガッケ［9akke］（名）鎌。草刈鎌、稲刈鎌、特に区別はな
かったが、戦後になって、稲刈鎌として鋸目のついた鎌が
現れた。軽く、長時間使用しても、鎌の刃が鈍ることはな
かった。例；ガッ可ケ可トゥイティタープヌ丁アザマ
パライ［gakketuititaxnu7adzaparai］（鎌を研い
で、田の畦の草を刈りなさい)。鳩間島では、粟刈鎌と稲
刈鎌の区別は戦後においては見られなかった。稲作が中心で、
r趣
『
粟作が少なかったからであ
ろう。
カナパイ［kanapai］（名）鉄鍬。鍬。一般用の平
鍬。畑を耕すのに用いる農具。この平鍬は、雨
が降ると粘土質の土が鍬の耳のあたりに粘着す
るので重くなり、振り上げるのにエネルギーを
ロ可
要する。カナパイヌ可・パー［kanapai-nu-paX］
（鍬の刃)、カナパイヌ可．ミ
miU］（鍬の耳、柄を貫く所)。
ン［kanapai-nu
カナパイヌ可・
(鍬の頭)。カナ
錘謹〈瀬スブ可ル［kanapai-nu-suburu］
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パイヌ丁スブ丁ルシームラシ丁バリ可（
［kanapianusuburuJiXmuraJibariba］（鍬
の頭で土塊を割りなさいよ)。フタマタ・カナパイ［のlJtamata-kanapai］（二歯の鍬)、
ミーマタ・カナパイ［mixmata-kanapai］（三歯の鍬)、フタマタ（二歯)、ミーマタ（三歯）
ともいう。これらは石ころの多い畑で使用される。平鍬で石の多い畑を耕すと、たちまち
鍬の刃が欠けたり、曲ったりする。カナパイヌパーカカイナーヌ［kanapai-nu-
paXk9kai-namu］（鍬の刃が欠けてしまった)。
カナノコ［kananoko］（名）金鋸)。金属類を切断する際に用いる鋸。新しく共通語から借
用された語。昭和に入って、沖縄の慶良間島や久米島あたりから発動機船がカツオ船とし
て導入されて後、この語も借用語として定着したものであろう｡
可カーン［kani9］（名）和名。エビヅル。ブドウ科植物･野ブドウ゜野原の雑木林の中のガ
ジマル［gad5imaru］（椿樹）やゴーナ丁キ［goxnaki］（桑の木）などに巻きつくように生
えて、直径１センチほどの球状の実をつける。15-16センチほどの房がいつぱいに実をつ
け、熟すると美味である。子供たちは、これを見つけて木によじ登り、歯が赤く染まるほ
ど食べていた。
カブッチ［kabuttJi］（名）なんか（南瓜)。かぼちゃ。和名･ニホンカポチャ゜ウリ科植物。
カブチともいう。苗床に苗をおろして育苗し、シブル（冬瓜）と同じように、本圃に移植
する。花が咲くとオシベの花粉をメシベに付けてやる。果実は普通直径20-30センチの大
きさになった。収穫した果実はトーラ［toXra］（炊事小屋)、母家の裏座、ユクンツァ可
メー（jukunstameX］（床下）などに、藁で作った敷きもの、可シケー［J1ke:］を置き、そ
の上に置いて保存した。これをタブーン［tabux9］（長期間蓄わえる）という。
カマイ［kamai］（名）山猪。西表島の山中には猪が多数生息しており、夏の稲の収穫時に
は猪害が発生する。この猪害を防ぐために、田圃の周囲を猪垣でめぐらざなければならな
かった。カキ［k9ki］（垣）は、直径３～４センチ、長さ約２メートルの可キチ［kjtJi］
（若木、木の枝）を３－４センチ間隔で編みあげて作る。例、パイ丁ターラ丁カマイ
トゥロー丁レーン．ツォー［paitaK-rakamaituroxrem-tso:］（西表から猪を獲ってこられ
たそうだ)。
可カマイ・ヤマ［kamai-2jama］（名）猪捕獲用の仕掛。獣道を捜して、猪の好む餌を播いて
おびき寄せ、仕掛の中に入ったところを、上から戸板を落して押さえ、捕獲する。仕掛は、
極を戸板状に編み、その上に重い石を乗せ、片面を吊し上げて支柱で支えておき、猪がそ
の中に足を踏み入れたとたんに戸板が落下して獲物を押さえ、捕獲するようにしたもの・
カマ可ジ［kamad5i］（名）むしろを二つ折りにして袋状にしたもの。石垣島から農業用の肥
料を購入する際に、肥料袋として用いられた。リュー可アン［rjuzaO］（琉安、化学肥料)、
チッ可ソ［tJisso］（窒素肥料）などがあった。ヒリョー可ヤチャー丁力マプジーナルイ
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ラリブキーブタ丁ティ．ムカーヤ［CirjoxjatJaXkamad5imaxru7irarikix］butati-
mukaXja］（肥料はいつも叺に入れられて来ていたんだよ)。
可カヨーン［kajo:9］（名）和名、キールンヤマノイモ。ヤマイモ科植物。
あい
カン丁ヌ・クムプル［kannu-kumuru］（連語）シキの上の方にある水籠。谷間にできた自然の
あい
池で、水深’～２メートル程度のものが多し］・自然湧水がもとで出来たものや、山間の水
が流れこんで出来たものを利用しているので、保水力が弱く、旱魅が続くと干上がること
もある。例、カン丁ヌクムル可ヌミジヌ丁ピシ丁ルンケン「ペーレースー可ピンヌ
アツタ可ン［kannukumurunumid5inup9Jiru9kｅ９ｐｅ:reXsux-pinnu7att，a､］（池の
水が干上がるほど旱魅することもあった)。
キーウール［肋?uxru］（名）和名、キウリ。ウリ科植物。畑で栽培したり、家庭菜園（普
通は屋敷の後方の空地を利用する）で栽培していた。畑地栽培をする場合には露地で栽培
するが、菜園で栽培する際は、竹の棚や木の棚をかけたりした。カツ［kqtsu］（鰹）の刺
身、ナマリ［namaji］やイノー－１イズ［７inox2izu］（沿岸海域の魚、環礁内魚）の刺身の
つまにした。キーウールプヌ丁ナレーン［kiX-?uxru-nunare:0］（キウリがいっぱい生っ
た)。
キー・ダム可ヌ［kixtamunu］（名）木の燃料、薪。ユシマキタムヌ［juJlki-tamunu］（すすき
の薪)、ヤキバイ［jakibai］（生えているすすきを焼いて薪としたもの）などに対立する燃
料。価値の高い燃料。例、ユシコキキーヤ丁イメーナー可ヌ［juJlki-kixja7ime：
namu］（ススキの薪は長もちしない)。
可キチ［k9tJi］（名）九大。極、橡。直径８～１０センチ。長さ４－５メートルの、樹皮を剥い
だ九大。屋根の裏板や、えつりをささえるために、棟から軒にかけわたす木材のこと。シ
ダ－丁マ［Jltaxma］（エゴノキ)、ヤラブ［jarabu］（テリハポク)、アカ可ズミ［７akadzumi］
（マングローブ)、アゴプチキー［７a9otJi-kix〔(モクタチバナ）などがよく利用されてい
た。例、可キチ可キシン可パラデイブー［kjtJik9Jimparadiz］（極を伐り出しに行
こうよ)。
キーッ可カラ［kix-kkara］（名）木屑、木の削り屑。丸太をはつって角材に粗削りする際にで
きる削り屑。大きなフクンキー［のVkuDki:］（福木）などは、先ずブーヌ（斧）で削る。
その際、目測で15-20センチ間隔に丸太の横つばらに、はつり目を打ち、それに従って、
斧で削って角材に粗削りする。その際に出来る木屑がキーッカラである。次にチョーナ
［tloXna］（手斧）やトゥイ可ヌ［tuinu］（手斧）で削り、さらにカナ［kana］（鉋）をかけ
て仕上げる。鉋をかけて出来る削屑を、カナ・シキグル［kana-Jjki9uru］（鉋削り屑)、ま
たはカナッリル［kanakkuru］（鉋削屑）という。これらを集めて焚き付けに用いる。例、
キーップカラーラカナッ可クルラヌーンクイアツァブミキーモーシ可（［kiXkkara:ra
kanakkururanuX0kui7atsami-kimoxJiba]］（木屑やら、鉋屑やら、何でもかんでも集
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めてきて燃しなきいよ）
キートーシ［ki:toXJi］（名）「木倒し」の義。伐採のこと。畑を新しく開墾する際には雑木を
切り倒して枯らせ、それを焼いて切り株を掘り起こし、除去して耕した。例、クヌ可
ターカクタンー'ケンマーキートー丁シーンタンガシ丁ルシタ丁グー［kunutaX
kakutaOkemmaXki:to:JiXntaO9aJiruJltadax］（この田を開墾したときは木の伐り倒しも
一人でやったんだよ）
キー-1ヌ・キシ［kimu-kjJi］（名）木の切れっぱし。建築用材の切れっぱし、製材の屑材な
ど。これらを集めて燃料用の薪にした。例、ヤースクリ・ヤー可ヌキーヌ可・キシア
ツア丁ミ・キーダム丁ヌシーブバ［jaxsukuri-ja:nukiXnuklJi7atsami-kiZtamunu
JiXba］（＜家造り家＞家屋新築現場の材木の切れっ端を集めてきて薪にしなさいよ)。
キー丁パイ［kiXpai］（名）木鍬。田打ちに用いる
鍬をいう。硬質の木を割り削って作った田鍬。
刃巾約25センチ、長さ約35センチ、柄の長さ約
130センチの田打鍬は昭和40年頃まで使用され
ていた。刃の内側はゆるいＶ字型に割り込むが
柄を差し込む部分は厚みをもたせてある。かな
りの重量があるため、戦後は鉄板を利用して木
製のキーパイの形の鍬を作った。キーパイは主とーパイの形の鍬を作った。キーパイは主としてユビター［jubitax］（深田）を打つ
に利用した。
キーバキ・ヌキ可ル［ki:baki-nukiru］（名）丸太などを切るのに用いる。薪などを切る際に
用いられ、主として山鋸の悪くなったものを利用した。ヌキルと言えば普通はこれをさし
た。ヌキプローナーヌ可ヌターン可カラシタ可カヤー［nukiroXnamunuta:U
karaJlta-kajaZ］（鋸がないが、誰に貸したのかねえ）
キザミ・タバク［kidzami-tabaku］（名）「刻み煙草」の義。乾燥したパータバク
［paxtabaku］（葉タバコ）の葉柄と、中心の葉脈を取り除いた部分を何枚か重ねて包丁で
細かくおろしたもの。これをキシ丁ル［k9Jiru］（煙管）のスブ可ル［suburu］（頭）に入れ、
煙草盆の中のウキル［７ukiru］（襖）に当てて着火し、タバコを吸った。終戦後十数年ほ
どまでキザミタバクを紙袋に入れて売っていたが、現在ではほとんど見られない。
キシ可ル［k9Jiru］（名）きせる。煙管。きざみ煙草をつめて火をつけ、喫煙するのに用いる
器具。頭と吸い口は金属でできており、中間は、長さ約30センチの竹の管で連結している。
長く使うと、煙草のやにがたまるので、鳩間島では藁の芯をキシルの吸い口の方から入れ
て、やにを除去した。例、バラフタプヌ丁シンシーキシル可ヌ可ツスサライ丁（
[baraの1tanuJinJiXkiJirunussusarai-ba］（藁の芯で煙管の中をさらいなさい)。
キダバナ［kidabana］（地名）タカスク山からインダ崎に張り出した台地は、トゥマダ・タ
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バルの西側に崖状をなして切り落ちている。そして、崖の岩間を縫うように階段状の山道
を作ってそれを利用して登り下りしていた。これをキダバナミチ［kidabanamitli］（｢切り
落ち平の道」の義か。坂道）という。地滑りを起こして赤い地層を露出した所。脱穀機を
担いで、この坂道を登ることは大変な苦労であった。
キンダイクニ［kindaikuni］（名）和名、ニンジン。セリ科植物。この植物は、民俗分類学
的にはアブラナ科の大根類に入っている。大根と共に、鳩間島でもよく栽培されていた。
豚汁や魚の汁と共に煮て食した。シミプムー［Jimi-muX］（煮しめ物）の材料として必需品
であった。子供は一般的に好まなかったが、親たちは積極的に子供に与えなかった。例、
クトゥセーキンダイクニヌミーレー可ン［kVtusexkindaikuninumiXre:､］（今年は
ニンジンがよくみのった)。
クース［kmsu］（名）和名、トウガラシ。ナス科植物。果実は未熟の間は濃緑色で、熟する
と赤くなる。刺激性のある辛味を有する。各家庭の菜園で二、三本栽培され、刺身の香辛
料として利用された。乾燥して保存する。刺身は、これがないと味が半減すると言われて
いる。例、ナマ可セーフチヌパス丁クルンケンクース可イルバルマンマ司一
［namasez①VtuJinupas9kuru9keOkuxsu7irubaru？､､a:］（刺身は口内がはちけろ
ほど唐辛を入れた方がうまい）
クーピキ・ウー可キ［kuxpiki?uXki］（名）粉硬き桶。石臼で糯米を
硯いて餅を作る際に用いる桶。この桶の上に、アジコマー
［７ad5ima:］（交叉棒、十字に交叉した棒で、上に石臼を置くの
に用いる）を置いて、その上に石臼を据え、水に浸けた糯米を硬
き、水をかけながら回転させて白乳状の液を桶にためる。その液
をメリケン袋に移して一晩水きりをすると、デンプンが残る。こ
れを成形し、芭蕉の葉に包んで蒸すと餅ができあがる。
クーラ［kuxra］（地名）クーラ川から下離までの間に開けた水用地帯。
三重麹蝿璽懸
ra］（地名）クーラ川から下離までの間に開けた水用地帯。トゥージェ［tuxd5e］
（通事家)、アマシェー［７amaJeX］（小浜家)、イラコブレー［７irabure:］（西原家）ナカン
プテー［nakantex］（仲本家)、カナケー［kanakex］（兼久家)、ウイカナケー［?uikanakeX］
（浦崎家)、クメー［kume:］（小浜家)、プユージェー［jmd5e:］（松竹家)、カザケー
［kadzakex］（加治工家)、カナシ可ケー［nakanke:］（仲底家)、パトゥ可メー［patume:］
(鳩間家)、ウイザテーPuidzate:］（上里家）などの水田があった。
クーラ・ミナトゥ［ku:ra-minatu］クーラ川の川口をいう。インダ（伊武田）とクーラタバ
ル［ku:ra-tabaru］（久浦田原）の境を流れる川。古見岳の西側、タカスク山とティドゥク
山から流れる雨水を集めて流出する川。
グイ［gui］（名）杭。直径５－６センチ、長さ80～90センチの極の先端部を削って土中に打
ち込んで支柱とするもの。畑の畔などに打ち込んで藁縄を張り、畑に入る者を防ぐのに用
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いたりした。垣根を作る際なども、大きな柱と柱の間にグイを打ちこんで支柱とした。キ
チー'ヌ７スラキジテイグイスクリバ［kltJinusurakid5iti9uisVkuriba］（の先
端を削って杭を作りなきいよ）
クバシ可ター［kubaJlta:］（地名）タカ可スクの原野からクーラ川に台地がゆるやかに傾斜し
ていき川岸で急に台地が落ちこんでいる。その中間の原野に、谷状に窪んだ所がある。そ
こを開拓して水田にした所がクバシターである。幅約50メートル、長さ約１０００メートルの
谷間の頭の部分に、カザケー［kadzake:］（加治工家）の水田があり、湧水と天水を利用
して耕作する。その下に、イラ可プレー［?iraburex］（西原家）の水田があり、下流は谷川
となって海に流れ出ている。
クマミ［kumami］（名）「細豆」の義か。粟粒大の小さな豆。緑豆。マミ可ナー［maminax］
（｢豆菜」の義か、モヤシのこと）をつくるのに用いる。
グン可ボー［9umbox］（名）和名、ゴボウ。キク科植物。鳩間島ではあまり作っていなかっ
た。船浦や上原あたりで作っていた。日常生活ではめったに食することはなかった。シチ
せちにち
￣'ビーシチビー［J:tJibiX-JltJibix］（｢節日」の義か。月々の行事、祝儀など)、キザノレ．キ
ザル［kidzaru-kidzaru］（年中行事、神事など）の行事食の料理に使われた。
ケーダ［kexda］（地名）ケーダガーコラ［ke:da9axra］（慶田川）の流域（北西流域）に発達
した美田地帯。昔は、この辺一帯の水田は西表部落の人たちが所有する水田であったとい
う。ウタ可ラ［7utara］（浦内川流域浦内湾岸の水田地帯）にあった鳩間島民の田圃と交換
されたという口碑が伝わっている。アラブシケー［?arabuJIbmke:］（東大城家)、ダイ７
ケー［daike:］（大工家)、イラ可プレーPiraburex］（西原家)、パナシケー［panaJlkex］
（花城家）などの水田がある。
ケーダガーブラ［kexda-9axra］（名）川の名。このあたりでは最も水量の豊かな川。大見謝川
と共に北側に流出する川。タカ可スク山一帯に降る雨を集めて流れる川であるから、ウフ句
ミジ（大見謝川）の流水が枯れるような旱越にもこの川の水は枯れないといわれている。
この川の流域に発達した美田地帯がケーダ・タバル［kexda-tabaru］（慶田田原、「田袋」
の義か）である。下流の両岸一帯にはアカー1ズミキー［９akadzumi-kix］（ヒルギ・マング
ローブ）が群落密生する。
こやし
丁コイ［koi］（名）肥の総称。丁オンケ・ヌ・コイ［７oDke-nu-koi］（便所の肥。人糞肥料)、
カジゴイ［kad5i-9oi］（水肥)、可コイ・スブ［koi-subu］（水肥を溜める壷)、可コイ・フダ
ル［koi-ndaru］（水肥を汲み取る柄杓)、可コイタング［koi-taD9u］（水肥おけ)、ミジコ
ゴイ［mid5i-90i］（水肥）ともいう。シキゴイ［Jlki-90i］（｢敷き肥」の義か。堆肥)、ウ
シヌコ・コイ［?uJinu-koi］（牛糞肥)、ピビザヌプ・コイ［pibidzanu-koi］（山羊の糞）など
がある。
ブコイスブ［koi-subu］（名）「肥壺」の義か。人糞と豚舎から出る糞尿水を混合させて発酵
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させ、水肥を作るところ。肥壺のこと。だいたい屋敷の北西の方に便所や豚舎を作るので、
その角に堆肥を積んだ。
可コイ゛タング［koitaO9u］（名）「肥担桶」の義か。水肥桶のこと。普通は木桶を使い、重
い桶であった。
丁コイ゛フダル［koipudaru］（名）水肥用の柄杓。柄が長く、約２メートルほどの長さに
した。肥壺から汲むために長さが必要であった。
ゴーヤ［goxja］（名）和名、ニガウリ。ウリ科植物。このゴーヤーは、鳩間島では戦後多く
の人に食されるようになった。戦前は各家の菜園で栽培されていたが、子供たちは、その
苦味を忌みきらって食べなかった。子供の嫌悪と反比例してこの植物は、どこでもグダラ
ンケー可リイッケナブナリコシタ［9udaraOke:ri7ikkenanariJlta］（瑞々しく、生
い茂り、たくさんの実をつけた)。そして食欲をそそった。
可ゴザ［godza］（名）莫蓮。標準語からの借用語であろう。パグ可ムス［padamusu］（肌筵）
というのが普通である。寝る時に敷く筵。夏は暑いので、縁側に筵を敷いて寝ると、床板
の冷気が熟睡を誘う。ゴザは来客がある時に敷いて用いた。通常はアダンー'パー・ムス
（あだん葉筵）か、サーラ●ムス［sa:ramusu］（藺草で編んだ筵）を用いた｡
ザイ可ギ［dzai9i］（名）建築用材木。山から伐り出す。山で荒削り（粗削）をし、牛に引か
せて降ろす。これを鳩間島に運び、砂浜の中に埋めてスープカン［suXkaU］（潮水に漬け、
木汁を抜きとること）をした。半年ほどスーカンをして陸上に揚げ、水洗いをしてキー可
ヤー［kiXjax］（材木小屋）に入れ、自然乾燥を二～三年させて建築用材とした○例、
ヤー．ザイ丁ギキズン［ja:dzai9ikidzuD］（家の材木を削る）
サギ゛ソ－１キ［sa9i-soXki］（名）竹の皮を編んで作った寵に吊り
手をつけたもの。吊り寵。竹の皮で、箕の型に編み、箕よりやや
深めに仕上げた竹籠。中央部に、底部から全体を抱えるように、
大きな吊り手を出した龍であるので、多小重量のあるものを入れ
ても篭は変形することもなく、上品である。また、編み目から空
気の流通もあるので、食品が腐敗しにくいという利点がある。餅
などもそれに入れておく。
サギ・テイ可グ［sagitix9u］（名）「下げ・手篭」の義か。竹ひごを
iii=雲雲襲ﾐﾆSＩＩ
可グ［sa9i-tiZ9u」（名）’下げ゛手篭」の義か。竹ひごを使って美しく編みあげた
竹籠。蓋付きで、寵の中央部に、底部より全体を抱えるように、大きな竹の柄（吊り手）
の付いた篭。竹ひごを使ってあるため、がっちりと強固に仕上っている上に、ひごの織り
成す綾が美しい。ひごとひごの隙間から空気が流通するので、豆腐、蒲鉾、餅など、また
はガシ丁・タク［gaJi-taku］（焙乾した蛸）やガシ可・イズ［gaJi-7idzu］（焙乾魚）などを
入れて保存した。
サキンダ・タバル［sakinda-tabaru］（崎田田原)。赤離の沿革一帯に広がる水田地帯。ヨー可
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カヤーヌ・ター［joXkajaXnu-tax］（西原家の田)、カナ丁ケヌ・ター［kanakenu-taX］（兼々
家の田)、などがあった。この水田地帯の上の原野一帯には、昔鳩問島のウシ・マキ
［７uJimaki］（牛の牧場）があった。これをサキンダヌ・マキ［sakindanumaki］（崎田の
牧場）という。
サクナ［s§kuna］（名）和名、ポタンポウフウ。セリ科植物。葉は緑白色。葉肉は厚く、ボ
タンの葉に似ている。独特の香りと味がある。葉は細くおろして刺身のけんにすると香ば
しく、刺身の味を引きたてる。また病人が出ると、鶏をつぶして、鶏肉の汁を作り、その
中にサクナを刻んで入れると、香ばしい匂が鶏肉のスープの味を一層ひきたてる。島では
長命草と命名されており、薬草として栽培されるようになったが、昔は海岸に自生する野
草の一つであった。
サク－１マイ［s9kumai］（名）梗。粘り気の少ない米。
丁サニ．マキ［sanimaki］（名）種蒔。穀物の種子を蒔くこと。丁スジ・マキ［sud3imaki］
（麦や白菜などの種を蒔く際に、種子を蒔く溝を掘って蒔く方法)。バラ可マキ
［baramaki］（散蒔き。小豆などのように整地した畑に直に散布するように蒔く方法をい
う)。稲などはナーッ可ス［naXssu］（苗代）に密にバラマ可キをした。マミ可ヌサニマ
ケーイチソール丁ワ［maminusanimakeX7itJiso:ruwa］（豆の種蒔きはいつなさ
いますか）
シ-丁ソー［Ji:SOx］（名）和名、シソ。シソ科植物。葉は香りがよく、香味料として、ナマ可
シ［namaJi］（刺身）のけんに用いられる。鳩間島ではシソを刺身のけんに用いたことが、
ソ－７ラン［sozra9］（お盆）の「みちうた」の中にみえる。例、「…パダラヤナマシ
ナマシヤパイルパイルヤフナブオンガキヤシソヌ・パーソーランヤーヌ
アッパターミーザンマーサンオーショーリー…」
シーヌウチ［Jimu7utJi］（地名)、インダ（伊武田）には鳩間島の人が作った猪垣がある。
珊瑚石や山石などを積みあげて作ったもの。約50センチ幅の石垣を、１メートル程の高さ
に積み、インダ村一帯を張りめぐらせてあった。その内側をシーヌ・ウチという。シー
ヌ・ウチには、ヨー丁カヤーヌター［joXkajaxnutax］（西原家の水田、マルマシ）があ
る。
ジー可マミ［d5iXmami］（名）落花生。「地豆」の義か。「地下に出来る豆」からの命名であろ
う。成熟した落花生を天日で干し、乾燥させる。十分に乾燥した落花生の殻を除去し、中
の実を妙って食す。酒のお摘みとして好まれる。またジーマミドーうう［d5ixmami-do:①u］
（落花生の豆腐、落花生を石臼で硬き、豆腐状に造った食品）の原料ともなる。ジー可マ
ミイラ可キティサー可フキスコーリ可［d5i:mami7irakitisaXのVkisVko:ri］（落花
生を妙って茶請を作りなさい)。
ツカ
可シゥカ［silka］（名）「つかみ」の義か。－束のこと。稲ﾒﾘりの際、普通は２－３株で片手
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いつぱいに握る分量になる。片手で握ることの出来る分量を、「ひとつかみ」の意でシゥ
タバ
カ［s1ka］とし､う。これを二つ合わせて、「－束」と言っている。
プシキ［Jlki］（名）堰。田に水をひくために谷間の水源より水路を作ったもの。西表島の北
部一帯に開けた水田は、山間、谷間に大小のシキム可トゥ［Jlkimutu］（水源地）をもって
おり、そこから各自の田圃へ水路を作って水を導き、水田耕作をする。夏の旱魅が続くと
堰を切ったり、切られたりの水争いが起こることもあった。丁シキサライ可ミジ可バ
ラ可シ［Jlkisaraimid5ipara?i］（堰を渡って水を通しなさい）
シキ・可ウシ［Jlki-uJi〔(名）木製の臼。米搗き用に大、小二つ
の臼が備えられていた。大きな松材の幹部を約90センチの高さ
に切り、上端削って、直径約25センチ、深さ約20センチの半円
形凹部を作り、そこに米を入れて杵で搗〈。大型の臼は、在来
種の稲でのぎの長い稲を搗<のに用いた。これで長い芒を折り、
次に硬き臼に入れて玄米にした。小型の臼は精米用の搗き臼で
鍔囎、
ある。糠が出るまでは弱く搗き、その後は強く搗いた。
シキ・ゴイ［Jiki-90i］（名）「敷き肥」の義か。堆肥のこと。畑に畝をあげ、畝の底に堆肥
を敷いて土をかぶせ、その上に苗を植えて基肥にすることから命名されたものであろう。
堆肥は豚舎の側に積んで作る。ススキや茅を刈りて来て豚舎に入れ、豚に踏ませる。豚に
踏ませた茅などを、カキ可ザー［kakidzax］（熊手）で集めて積みあげ、さらに草の葉や茅
を入れて積み、水肥をかけて発酵させたもの。シキゴイ丁パタキ７．ナーイルン
［Jlki9oip9takinax7iru9］（堆肥を畑に入れる）
可シザバナリ［Jidzabanari］（地名）クーラタバル［ku:ra-tabaru］の西端。フノーマラ［の
unoxra］（船浦）湾に湾入する東端の岬。ここは明治末期に灰坑が開説されたが石炭層の
薄い炭鉱ということで、一時的に栄えて閉山されたところである。地図などでは、インタ
崎」と記されているが、鳩間島の人々は、ここを~1シザバナリ［Jidzabanari］（下離）とい
う。
シダ可グレー［Jltadarex］（地名）ユシ可キダーとサキンダーの境界地点の海岸に山から流れ
出る水がシターン・シターンと落ちている所。山の水がしただり落ちている所から命名さ
れたものであろう。ユシ可キダ・タバル［juJlkidallltabaru］（ヨシキダ田袋）のターマヌシ
ビ［tamuJibi］（田の尻、最下手の田）がシダ丁ダレの側に位置する。クメーヌ・リー
［kumexnu-ta］（小浜家の水田）などがある。
シダ丁ル［Jidaru］（名）簾。ススキや小竹を編んで軒に吊し、夏の暑い陽光を遮る道具とし
た。タキ・シダル［t9kiJidaru］（竹簾）ユシ可キ・シダル［juJlki-Jidaru］（ススキ簾）な
どがある。例：ナチューイーラ・テイダヌスーワブヌシダブノレナーラブシェーラ
カキラン可カーベーララ可ヌ［natJeX7i:ra-tidanusuxwanuJidaruna:raJe:rａ
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k9kiraOkaxbe:raranu］（夏は西陽が強いから軒から簾を掛けないとおれない）
可シトゥ［Jltu］（名）土産。家苞。祭事や祝儀、法事などで出された餅や料理を家に持ち
帰ったもの。ヨイヌシトゥ［joi-nuJ1tu］（祝儀の苞)、可ニービキヤーヌ可シトゥ
［､i:bikijaX-nuJltu］（結婚式の家からの苞)。
可シトゥ［Jjtu］（名）芋やキャッサバの澱粉のこと。桟で作った木枠にブリキ板を張り、そ
れに釘で多数の穴をあけ、ブリキ板の穴の破片を利用して芋を摺りおろすように作ったウ
ンツシカナ［PunJJikana］（いも摺り）で摺り、その摺り糟を搾って汁を沈澱させ、上澄
み液を捨てて沈澱した澱粉を天日で乾燥させて作る。搾り糟も団子状に握って乾燥させ、
搗き臼に入れて搗〈と澱粉の粉が再生産できる。ただし澱粉の質は落ちる。
シトゥッチ［JltuttJi］（名）和名、ソテツ。ソテツ科植物。普通は２～３メートルの高さに
育つ。幹頂部に硬い羽状の葉をつける。羽片状の葉は、先端が尖っており、葉を二、三枚
重ねて結え、ナカコザ・ポーキ［nakadzapoXki］（台所の土間用箒）を作る。また、この葉
を用いて子供用の玩具を作ったりした。果実は卵形で赤黄色角質。内部は白色。殻を割っ
て中の実を出し、水に浸けて十分に灰汁抜きし、日干しにして搗き臼で搗いて粉にして食
した。
シトゥッチブヌ・ナル［JltuttJinu-naru］（名）ソテツの実。実は卵形。赤黄色角質。殻の内
部は白色のデンプン質になっている。一本のソテツから５升～１斗ほどの実がとれる。実
の周囲には赤黄色の錦状の花弁が密生しており、昔はそれ採取して、マーブル［maxru］
（毬）の素材として利用した。殻は割って、中の実を取り出し、水に浸けて十分に灰汁抜
きをし、日干しにした後、搗臼に入れて搗き、粉にして食用に供した。芋と混ぜて炊くと
美味であった。
シトゥトゥリ・ウープキ［Jltuturi-7uXki］（名）でんぷん（澱粉）採集用の桶。ウンヌ丁・ク
ジ［７unnu-kud5i］（甘薯のデンプン）や、キーウン可ヌ・クジ［kiz7unnu-kud5i］（キャッ
サバのデンプン）を取るときに、摺りつぶした甘薯やキャッサバの糟を搾って、その搾り
汁を入れて沈澱させる桶。一昼夜放置して沈澱させると純白のデンプンが桶の底に約２－
３センチの厚さに沈澱する。上澄み液を捨てデンプンを剥ぎ取って乾燥させ、保存する。
シトゥッチ可ヌ・パー［JltuttJinupaX］（名）和名、ソテツ。ソテツ科植物の葉。直径１－
１５センチ、長さ約60センチほどの葉柄の両側から羽片状の葉がＶ字形に、左右相称をな
して密生している。羽片状の葉は矢形をなしており、先端部が尖っている。これを２－３
枚重ねて、蘂縄で結えると、土間箒が出来あがる。養蚕をしていた頃は、ソテツの葉に繭
を作らせたりした。
可シナ［Jina］（名）綱。バラフ可タジナ［baraのuta-d5ina］（藁綱)、フー可カラ・ジナ［①
ｕ:kara-d3ina］（椋梠縄)、アダナ丁シ・ジナ［７adanaJid5ina］（アダンの気根の繊維でなっ
た綱)、ユー可ル［juXru］（アダンの気根の繊維でなった極く細い縄)、ピダリ可・ジナ
－１８１－
Hosei University Repository
[pidari-d5ina］（左ないの綱)、シビナー・ジナ［JibinaJ-d5ina］（しめ縄)、サバホーシ
シナ［sabahoxJi-Jina］（鮫釣り用の縄）などがある。
シビラ［Jibira］（名）和名、ワケギ（分葱)。ユリ科植物。多年生葉菜。ネギの変種といわ
れている。成長が早く、葉を刈り取っても短時日で生い繁る。株分けしてもすぐ根づき繁
茂する。香気があり、豚汁や魚汁に入れてうま味を増す。うま味を出すために、汁に入れ
て浮かせ、味をひきたたせる野菜をオンガキPo99aki］という。例、シビラ丁スリキー
スー可ヌオンガキ丁イリ丁ヨー［Jibirasurikixsumu7o99aki？iri-jox］（分葱を剃っ
てきておつゆのオンガキに入れなさいよ）
シブル［Jiburu］（名）和名、トウガ（冬瓜)。ウリ科植物。シブル・パタキ［Jiburu
p9taki］（冬瓜畑）は、畑を耕したあと、植付けるところ（約50センチ間隔）に穴を掘り、
シキゴイ［Jlki90i］（堆肥）を入れて土をかぶせ、その上に苗を植える。苗床より畑に苗
を移植することを、ヤトゥーン［jatuX0］（移植する）という。果実は、トーラ［toxra］
（炊事小屋）のタキフンツァ［t1ki①untsa］の上、ユクンツァリー［jukuqtsamex］（床
下）などに敷き藁を敷いて、その上に置いて保管した。
シマ可ナー［Jimanax］（名）和名、タカナ。カラシナの一種。葉は楕円形をなし、大きい。
葉面には葉脈がいくつも盛りあがって鞁状を形成している。辛味があって、子供に好まれ
ない。シマナーは、「島の菜」の義で、在来種であろう。鰹の頭のダシ汁とよくマッチし
て美味である。例、シマナーブヤンベーマ可カラー丁ティヤラ丁ビンケーヤヅファー
ヌ［Jimana:ja7mbexmakaraxtijarabiOkeXjaffaXnu］（シマナは少し辛いので、子供ら
は食べない｡）
シラ［Jira］（名）稲叢。刈り取った稲を脱穀せず、藁の付いたま、でシラに積みあげて保
存するもの。屋敷の前や家の後方などに、約５尺四方に台石（礎石）を据え、それに桁を
かけわたし、その上に竹で床を編み、藁を敷き、その上に稲穂のついた稲束を積みあげ、
約６尺程の高さにする。頂上部は菰を巻きつけて被せ、円錐状の屋根に葺きあげる。雨も
りがせぬよう、菰をしっかりと巻きあげ、フー可カラシナ（しゅろ縄）で固定した。
シューカク［Juxkaku］（名）収穫。共通語からの借用語。普通は、マイカリ［maikari］（稲
刈り）という。稲刈りなどの共同作業を可バコー［bako:］という。共同作業員を、（
コー・シンプカ［bako:-JiOka］という。収穫は短期日の中に行なわなければならないので、
多くの人手を要することから、よくバコーが行なわれた。クトゥシェー可ムチマイヌ
シューカクヌゴ－１ラタン［k9tuJeXmutJimainuJuxkakunu9oxrataU］（今年は糯米の
収穫が多かかった)。
シンコギク［JiU9iku］（名）和名、シュンギク。キク科植物。葉に独特の、きつい香気が
あって、子供に嫌がられる。大人が好んで食べる野菜。例、シンギ７コーヨヨカザ
ヌ可キツァ可ヌナン丁ゾーンマー可ンテーウモーラブヌ［JiO9ikoxjoxkadzanu
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kltsanunandzoR7mmam-te：７umo:ranu］（シュンギクはねえ、香りがきついのであん
まりおいしいとは思われない）
丁シケー［JlkeX］（名）搗き臼の凹部の上端に、内側から取りつけるもの。普通、稲藁を直
径３～４センチの太さに束ねて輪を作り、臼の凹部の内径にぴったり合わせてとりつける。
これは臼の中の米が、杵で搗〈際に、外側へ飛び跳ねるのを防ぐための道具である。米糠
が出はじめると、米粒は跳ねないようになる。この状態になすことを、アザラスン
［７adzarasuO］という。例、可シケーシゥカシ可・（［JlkeXsikaJiba］（シケーをとり
つけなさい)。
スー丁マン［suxma9］（名）小満。二十四節気の一つ。陰暦４月の中、太陽暦では５月20日頃
に当たるという。この頃になると暑気が強くなり、稲が急に色づき熟する。また、この頃
になると南風が続き、スコールのような雨が降るようになるが、それから一気に梅雨の期
に入っていく。ポースー［boxsuX］（芒種）になると稲刈りが困難になるので、それまで
に稲刈りを終了させ、雨の晴れ間を利用して籾干しをした。
スク可マ［s9kuma］（名）稲の初穂祭（旧暦５月壬の日に行なわれる)。当日は、西表島の各
自の水田から刈り取った初穂をコイダフニ［７ida①uni］（板舟、サバニ）に積んで、夜明
前にマイ－１ズニ［maidzuni］（前曽根）の内に漕ぎ入れておき、夜が明けて、サカサ
［s9kasa］（神司）たちがオーー'シェ［?o:Je］（蔵元、村役場）の前に坐って出迎えると、
一斉に舟をオーシェの浜に漕ぎ寄せ、初穂を供え、稲束を受け取って各家庭の火の神の前
と仏前に供えて神仏に感謝する。稲穂のついたま、の初穂の稲藁を三本、竈の後の火の神
を安置した所の壁側に吊しておく。これは当家の当主のブナル［bunaru］（ヲナリ、姉
妹）が当った。スクマに相当の量の初穂を刈りとることが出来れば、それを、その日の中
に精米して、タイラー可イ［tairaX7ix］（糯米で作った団子飯）を親戚すじへ配り、仏前に
供えさせた。この日からは田の畔に火を燃やして害鳥害獣を追い払うことができた。
スクリ・パンリ［s9kuripanta］（名）「作り繁多」の義。作物の植付の忙しい時期をいう。
農繁期のこと。この時期はユイマール［juimaru］（結い回り、協同作業）でのりきるの
が習`慣であった。稲作の場合、山田や原野の中の田、川くりの田のような所在地の違いに
よって稲の成育時が異なる。その時間差を利用して、植付け時期を少しずつずらすことに
よってユイマールの作業を組んだ。
スクリ７.ムヌ［s9kurimunu］（名）作物。田畑に栽培する植物。可イニ［７ｍi］（稲)、マイ
［mai］（｢米」の義か。稲のこと)。丁ムン［muO］（麦)、可アー［?a:］（粟)、可マミ
［mami］（豆)、アガマミ［Pa9amai］（小豆)、クマミ［kumami］（緑豆)、トーマフ・マミ
［toXのumami］（大豆)、可サヤ・マミ［sajamami］（英隠元)、可ウン［?u9］（芋）などが
ある。例、クトゥセースクリムノーイッケンミーレーン［k1tuse：s1kurimuno：
７ikkemmiXrem］（今年は、作物は大変よくみのった)。
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スクリムヌ丁ヌ・ソ－１ジ［sVkurimununu-soxd5i］（名）作物の害虫払いのために祈願し、精
進すること。パマウリ・ソ－７ジ［pamaurisoxd5i］（浜下り精進）の日に田の害虫の駆除
の祈願をする。
スグリ可ムス［sVkurimunu］（名）作物。「作り物」の義。農作物。作物には、丁ウン［?uU］
（いい、マイ可［mai］（米)、可アー［?a:］可ムン［mu9]、可マミ［mami］（豆)、可ナー
［､an］（菜)、ピル［piru］（大蒜)、シビラ［Jibira］（韮）などがある。
①スクリムヌ丁ヌソー可ジ［sVkurimununu-smd5i］（連語）作物の虫除けのため潔斎して祈
願すること)。②スクリムヌ可ヌパチ［s9kurimununup9tJi］（農作物の初生、初果実）
スリ可パイ［suribai］（名）稲の刈株のこと。「剃り芽」の義か。刈株を放置しておくと、そ
こから新芽が出てくることにより、命名されたものと思われる。ここから出る新芽が穂を
＿ヒコバェ
出して実のらせた稲を、マタバイ［matabai］（葉）という。
ソー可キ［so:ki］（名）箕。籾や麦、粟などを風に当てて、実と籾殻とを選別するのに用い
る農具。竹の皮を削って作る。大、中、小の大きさがある。餅を作るときに用いる大型の
箕を、ムチ・ソーキ［mutJi-soXki］（餅作り用の箕）という。その中に石臼を据えて小麦
を硬くと小麦粉ができ、妙り小麦を硬くと、ユナリ［junaku］（麦焦し）ができる。ソー
ー1キアウプリテイスク可ブトゥバシ［soXki7auritis9kubutubaji］（箕をあおって
塵を飛ばせ)。
ソーキナー［so:kina:］（名）和名、フダンソウ。アカザ科植物｡四季を通じて食べられる。
魚肉と共に煮付けると美味である。
ソンプガー［so99a:］（名）和名、ショウガ･ショウガ科植物・地下茎が横に伸びて、黄色い
塊根を形成する。辛味を有し、食用・香辛料として用いられる。漢方薬として用いられる。
吸物の汁に入れて香料として味を引きたたせ、豚の腸を料理する際にも、ナカミ丁ヌ
シームヌ［nakaminu-Jimunu］（中身の吸物）に入れて臭味を消すのに用いる。また発熱
一
した場合など、特に傷口などから、ピンマグル［PiO9uru］（冷えこみ、破傷風）が入った
ときは、ソンガーを摺って、サキ［s9ki］（酒、泡盛）と、ヤキマース［jakima:su］（焼き
塩）を混ぜて手操みし、それを病人の傷に当てて包帯で巻きつけ、頭から足の先端へかけ
て摩り付ける。または、ピルザキ［piru-dzaki］（酒と大蒜を混ぜて摺りつぶしたもの）に
混ぜて、体に摩り込むように、頭の頂上から足の先へ、手で摩りつけて病気を治療した。
医者のいない島で、古老たちの経験をもとに漢方治療がなされていた。
ターマ．ウン［tax-uD］（名）和名、サトイモ゜サトイモ科植物･根菜。鳩間島ではあまり栽
培されなかった。西表島の船浦や上原あたりで栽培された。
ターうう［taxra］（名）俵。マイダーラ［maida:ra］（米俵)、ヨントゥ・ダーラ［jontuda:ra］
(四斗俵)、グトゥダーラ［gutu-da:ra］（五斗俵)、ルクトゥ・ダーコラ［rukutu-da:ra］
(六斗俵）などがある。麻の繊維で織って作った袋に籾などの穀類を入れたものをいう。
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容量の大きさによって、四斗俵、五斗俵、六斗俵などの区別がある。パイプタナマイヤ
アーシターブラナフナイティムティオーップタ［paita-namaija7aXJita:ra-na
のunai-timuti-oXtta］（南端く西表島北部、鳩間島からは真南の方にある＞で稲は脱穀し
て、俵に詰めて持ってこられた)。マイ・ダーラに用いる袋をカシガー・フク可ル
［k9Ji9a:-のukuru］（朝鮮袋、南京袋）という。終戦後の雨具のなかった時代には籾俵に
使った後のカシガーフク丁ルを被って雨具の代用にした。袋の底の部分の一方の角を、内
側のもう一つの角の方へ折り込んで、それを頭から掛けて被った。
ターマヤー［ta:-jax］（名）田小屋。鳩間島の人は西表北岸で水田耕作に従事したが、プーキ
［puxki］（｢風気」の義か。マラリヤ）Ｉこか、ることを怖れて、普段は鳩間島で住み、そ
こからイダフニ（板舟）を漕いでパイリー［paitaX］（｢南方の所」の義。西表北岸）へ渡
り、５～６日泊って仕事をした。そのために作った作業用の宿泊小屋をターヤという。
ダイ可クニ［daikuni］（名）和名、ダイコン。アブラナ科植物。いつごろから栽培されるよ
うになったか不明だが、戦前戦後を通じて最も好まれた野菜の一つ。行事食では必ず、シ
ミ可ムー［Jimi-mu:］（煮染めもの）として利用された。イラキブムー［７irakimuX］（煎りも
の）料理では、大根、パパイヤ、ニンジンなどと共に約２セン角に角切りして用いられ、
油と味噌で妙ってさらに蒸し煮した料理として食された。法事などでよく作られた。魚肉
や豚肉を混ぜると美味であった。
タカ丁スク［t§kasVku］（地名）タカスクヤマ［t9kas9kujama］（古見岳の西側の連山で、イ
ンダあたりまで裾野を張り出している山）からインダ崎へ流れ出した台地の根幹の部分に
ある原野の窪地を水田に開いた所。田が深く、牛を入れることができなかったという。所
によっては水田の中に丸太を沈めて、それを踏んで植付け、刈り入れをしたといわれてい
る。可ウブシケPubuJlke］（大城家)、メー１ケ［mexke］（大城家）の水田があった。
タキ・バーキ［t9kiba:ki］（名）竹製の策。竹の薄い皮を編んで作った容器。鳩間島では主
として烏賊や魚を入れるのに使われた。イー可シ［７ixJi］（つのまた、海草）などを採集す
る際にも用いられた。後に芋などを入れて運ぶにも用いられた。鳩間島では竹は産しない
ので、石垣島や糸満あたりから導入されたが、それは漁業と関係が深い。タキバーキプナ
ウンイリティ丁力夕可ミクー［t9kiba:ｋｉｎａ？un7iritik9tamiku:］（竹籠に芋を入れ
てかついで来い)。
タバ可ク［tabaku］（名）タバコ。総称。関連する語に次の諸語がある。キザミタバク
［kidzami-tabaku］（刻み煙草)、マキ・タバク［maki-tabaku］（巻きはぱこ)、タバクコ
ヌ・パー［tabakunu-pa:］（タバコの葉)、タバクマヌ・ツス［tabakunu-ssu］（タバコのや
に)、タバク可ブン［tabaku-buU］（タバコ盆)。例、タバ可クー1フクン［tabakuのVku9］
（煙草をふかす)、夕バリウラ可スン［tabaku7urasuU］（煙草をおろす)、キシプル
［k1Jiru］（きせる、煙管)、パイフキ［pai①9ki］（灰とり。竹筒の灰皿)。
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タバクプ・ブン［tabakubuD］（名）たばこ盆。約25センチ正
方形。高さ約１０センチの板製の盆に、陶製の広口壼型の火
入れと、竹筒の灰皿（パイフキ）を備えたもの。竈の襖を
火入れに入れて、タバコの火をつけるのに用いた。煙草を
吸い終ると、キセルを竹筒のパイフキにたたいて吸いがら
を集めた。例、コーネープタバクー'ブンナプピー可トゥリ、コーネープタバクー1ブンナプピー可トゥリクーンー1ノーレー［komeX
tabaku-bunnaxpiXturikumno:rex］（坊や、煙草盆に襖火を取って来なさいよ）
タバ丁ル［tabaru］（名）束、タブ可ル［taburu］ともいう。稲束を結うとき、フタシゥカ
[①Vta-sika］（二つかみ）分を一束として藁で結わえる。②（助数詞)、稲束を数える際
の単位。例、ブス・タバ可ル［p9su-tabaru］（－束)、ブタ・タバル［①Vta-tabaru］（二
束）
タマ丁ナー［tamana:］（名）和名、タマナ。普通キャベツ（cabbage）と言っている。アブラ
ナ科植物。中央部の葉が密に重なり、ぐるぐる巻き込んで球状を形成していることからの
命名であろう。大きいものは直径30センチに達する。葉が軟らかく、豚肉や魚と煮つけに
しても美味である。戦後の一時期、大々的に栽培されたが、換金できず、失敗に終ったこ
とがある。
タムブス［tamunu］（名）薪。たきぎの総称。マーキ［maxki］（木の薪)、キータム可ヌ
[kixtamunu］（木の薪)、ユシ可キタムヌ［juJlkitamunu］（すすき薪)、ウジ７ル［７ud5iru］
(木の小枝、柴）など関連語がある。例、キー丁（丁キシキータム丁スー'バキティウ
リバ丁パリティ可ヨーモーシタ可ヨー［kixbakjJiki：tamunubakiti7uribabariti．
ｊｏ：mozJita-jox］（木を伐ってきて、薪に切って、それを割ってねえ、燃したよ）
ダム可ヌバリ・ブーヌ［tamunubaribuXnu］（名）薪割用斧。普通、各家で薪割り用に用いる
斧。山斧に比べ、重く厚手で強い。薪割りの際、マツ丁ファ［maffa］（枕木、当て木）に
当てても刃こぼれが起きないようになっている。イーー'ネーナギー丁ダム丁ヌバリ・
ブー可ヌカリクーン可ノーレー［2imema9iXtamunubaribumukarikumno:reX］（西隣
りの家に行って薪割斧を借りてきてくれないか）
トゥリパン可タ［turipanta］（名）「取り繁多」の義。収穫の忙しい時期の意。農繁期のこと。
収穫時は各農家の家内労働力のみにたよって収穫がなされていた。この時は、ユイマール
はあまり見られなかった。
トー丁二［tomi］（名）「田舟」の義か。豚の秣桶。飼い葉
桶。60-70センチほどの長さの小型のフノー可ルの形
（田船形）をしている。木の幹を割り、飼料を入れるこ
とが出来るようにしてある。普通は、アカンキー
PakaUkiZ］（赤木）を使って作る。例、トー可ニナー
嚢霧、
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オー可ヌ・イーイリツファーシバプキモーツ丁サフン丁ツオー［tomina：？o:nu-7iX
７iri7ffa:Ji-bakimoXssaffun-tsox］（トーニに豚の飼料を入れて食わせると気持ちがよ
いほどよく食べる）
トー可フ・マミ［to:のumami］（名）大豆。豆腐を作る際に用いる豆。味噌の原料としても
重宝された。
タン［ta9］（名）炭。木を蒸し焼きにして炭化させたもの。西表島の北岸あたりで雑木を伐
り、穴を掘って４尺ほどの高さで、長さ約１間ほどに積み上げ、上に茅を被せて土を盛り、
亀甲型に作る。入り口の方から火を焚きつけ積みあげた木が燃えはじめると入り口を塞ぐ。
二－三日で積み木全体が蒸し焼きにされたころ排煙口も塞いで火を消す。－週間後には木
炭を取り出すことができる。例、タンヤクン［taJljakuO］（炭を焼く）。
~1テイル［tiru］（名）策。旅の総称。普通はウン可デイル［2undiru］（芋を入れる旅）をざす。
クープジ［koXd5i］（トウヅルモドキ）の皮を使って編みあげていく。クージは西表島の山
中に豊富に産する。皮は柔らかで扱いやすく、長いものは20メートルにも達するので、大
小さまざまな旅を編むことができる。例、パトゥ丁マ・プソークーー'ジシルティロー
フモーッ丁タ［p9tumapusoXkuXd5iJirutiro：のumoxtt，a］（鳩間の人はクージで旅
を編まれた）
テイープグ［ti:9u］（名）「手寵」の義か。手（吊り紐）の付いた寵、荒のこと。竹の皮で編
んだ寵に、吊り手をつけたものは、サギソーキ。竹ひごで細かく編みあげた籠は、ティー
マグ［ti:9u］であり、それに吊り手の付いたものが、サギ・テイーグ［sa9iti:9u］である。
上品であるので、室内で食品を保存するのに用いた。蒲鉾や半乾燥の魚や蛸などを入れ、
蓋をして台所の梁や桁材などに掛け吊した。
ツサ・ムージ［ssamu:d5i］（名）和名、ハスイモ。サトイモ科植物。西表島の船浦や上原あ
たりで栽培されていた。低湿地帯で栽培された。鳩間島ではそれを食することはなかった。
デイキラ可ヌ［dikiranu］（動）「出来ない」の義。不作の意。農作物が稔らず、不作である
ことをいう。フサク〔のVsaku］（不作、共通語からの借用語）ともいう。ムイ可フクン
［mui①1ku9］（肥料が多過ぎて稲が成長しすぎ、実を結ばないこと）は稲作の場合にい
う。クトゥシェー丁アミ可ヌホーン可ベーティマイヤ可ディキラ丁ヌ［k9tuJe：
７aminuhom-be:timaijadikiranu］（今年は雨が降らないので、稲は不作だ）
可ヅサウン［ssauU］（動）搗く゜米を搗〈・ツサー丁ヌ［ssamu］（搗かない)、-1ツサイティ
［ssaiti］（搗いて)、ツサイブプサン［ssaipusaO］（搗きたい)。シキプウシ［Jlki7uJi］（搗
き臼）に入れて、イナシ可キ［?inaJjki］（杵）で搗いて精米、白米にする。初めは軽く搗
<・米糠が出始めると強く搗〈。この状態にすることを、アザラスン［?adzarasuO］とい
う。米糠が出るまでは、強く搗〈と米粒がはじけて飛び出る。
トゥマダ［tumada］（地名）泊田。タカ可スク山やブナジマヌー［bunad5imanux］（ブナジマ
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野）の下流に開けた水田地帯。トウマダヌ1．シキム可トウ［tumadanu-J9kimutu］（泊田の
水源）から水を引く良田地帯。右側にはキダバナ［kidabana］（崖、「切り落し端」の義
か）があり、その崖下にはトゥマダ、ケーダー帯の苗代があった。可ユージェー（ユザヤ
ーともいう）［jmd5e:］（松竹家)、カザケー（加治工家）の水田がある。
トー可サ［toXsa］（名）田草、「タグサ」の転訓したもの。トーサ可トゥリンパラデイ７－
［to:saturimparadi:］（田草取りに行こうよ)。畑の草取りに対しては、丁ツサソール
ン［ssaso:ruO］（畑の草を取る。除草する）という。ソールン［so:ruO］（動）（除草す
ろ)。ソーラヌ［so:ranu］（除草しない)、ソーリテイ［so:riti］（除草して)、可ピラシパ
タキ丁ヌ可ツサソールン［piraJip目taki-nussasoxruD］（へらで畑の草を除草する)。
ター可イビ［taX-ibi］（名）田植え。マイ・イビ［mai-ibi］（稲植え）ともいう。ターイビシン
可力［ta:ibi-Ji9ka］（田植えをする人々。５～10人内外の人が共同して、“結い，，で田植え
をする)。ユイシンカ［juiJiUka］（共同作業人、結い作業をする人々）で、お互いに労力
を出しあって、順々に田植えをする。一人の人が受け持つ植え付けの範囲を、丁パカ
［p9ka］（－区画、田植えの－区画、量）という。上手な人は目測で整然と田植えをする
ことがよきろが、仕事になれていない人は、ケンナー［kenna:］（間縄、植え付けの間隔
を整えるために、目印をつけておく縄）を張って植付ける。縦に縄を張ってそれに従って、
後退りするようにして植付けろ。田植えが済むと、ブガリノー丁シ［bu9arino:Ji］（｢疲れ
なおし」と称して酒食を提供して豊作を祈願し、飲食して仕事を休む）をする。リーン
イビ可トゥクットゥ可ナレーン［taXn2ibitVkuttunarez9］（田も植えてゆるりと
なった）
ターカイ可シ［taRkaiJi］（名）田起し、田耕し。アローナ［7aroma］（田圃の初耕。稲の刈り
株を掘りおこし耕すこと)。マトーナ［matoma］（二度うち。二耕)、サン可トゥ［santu］
（三耕)。平均的な農家は三耕で植付けたという。海岸の水もちの良くない田では、農耕
牛を三、四頭、角を結えて田圃の中に入れ、引き回しながら田の土を踏ませ、田の底を踏
みかためて保水をよくした。
ターパタ丁キ［ta:pataki］（名）田畑。田や畑。ターパタ可キスクブリテイツファン丁ケーン
シゥカ７ナイフドゥバソーッマタッツォー［ta:patakis9kuritiffaUkemsiikanai
①udubasoxtfattso:］（田畑を耕作して子供達を養い成長させられたそうだよ）
アラシアクン［7araJi?aku9］（動）開墾する。カイクンスン［kaikunsu9］（動）開墾する
（新しく共通語から借用した語）ともいう。
可ター［ta:］（名）田、田地。ター・タバ可ル［ta:-tabaru］（田んぼ地帯、田袋地帯)、サキン
ダ・タバル［pakinda､tabaru］（崎田田原)、ユシ可キダ・タバル［juJjkida-tabaru］（ヨシ
キダ田原)、ケーダデタバ丁ル［ke:da-tabaru］（慶田田原)、トゥマダデタバル［tumada‐
tabaru］（泊田田原)、クーラ・タバル［kmra-tabaru］（久浦田原)、マーレ・タバル
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[maXretabaru］（マーレ田原)、ナカシ・タバル［nakaJi-tabaru］（仲石田原)、ナカダ．
タバ可ル［nakada-tabaru］（仲田田原)、ウイバル・タバル［Puibaru-tabaru］（上原田原)、
ウポーダ・タバプル［７ubo:da-tabaru］（ウポーダ田原)、カーダ・タバル［kaxda-tabaru］
（川田田原)、ニシ可ミジ・タバル［niJimid5i-tabaru］（ニシミジ田原）などのタバ可ルが
西表島北岸一帯に広がっている。各タバル地帯においては、田の位置により、シキム丁
トゥ［Jlkimutu］（田に水を導くために作った堰に最も近い所にある田)、カン可ヌ・マシ
［kannumaJi］（上の方の田）などの田があり、ガタダー［gata-dax］（浅い田)、ユビ・
ター［jubitax］（深い田、腰を没するほどの深さがあり、田の中に丸太を埋めてそれを踏
みながら作業をしたという。牛が落ちて死んだこともあるといわれるような田）は田の深
浅による命名である。バケーラマシ［bake:rama>i］（湧水のある田）は「湧水のある泉」
が命名上の弁別的特徴であろう。田の形状によって、ウブマ丁シ［７ubumaJi］（｢大枡」の
義か。大きな田のこと)、マシェー可マ［maJeXma］（小さな田のこと、「小枡」の義か)。
ナーマ可シ［naxmaJi］（｢長枡」の義か、長方形の田)、マルマシ［marumaJi］（円形の田）
￣
などがある。ナーッ可ス［naXssu］（苗代）は特別な田圃としてみられていた。ナイウラ可
シ［nai-7uraJi］（苗おろし）をしたあと、苗代にカナシル［kanaJiru］（赤錆の水が出る
こと）が出ないよう、ナーッス可ヌニン可ガイ［､a:ssununiO9ai］（苗代の願い）をした。
トーうう［toxra］（名）母屋に対する炊事小屋をいう。通常、ウブ可ヤー［?ubujax］（母屋）
がヌキヤー［mukija:］（貫き家造り）であるのに対し、トーラはアナ可ブリ・ヤー［?ana
puri-ja:］（穴掘り家、掘建小屋）である。母屋との間に約２メートル離して建てられ、約
４坪ほどの広さがある。半分は土間、残り半分にはタキ・フンツァ［takiのuntsa］（竹編
みの床）がかけられ、物置き兼仕事場となる。ナカ可ザ［nakadza］（土間）には土を控ね
ね造ったカマチ［kamatJi］（竈）が置かれる。カマチにはウブプナビ［?ubunabi］（大鍋）
用のウブカマプチPubukamatJi］（大竈）とパンガマ［pa99ama］（羽釜）用のカマチ、そ
－
れにゴヤッコン［jakkoO］（薬罐）用のカマチェー可マ［kamatJe:ma］（小竈）がある｡ウブ
カマ可チにはシンマイ・可ナビ［Jimmainabi］（イモを煮る大鍋）をかける。カマチの後に
は、ピナカン［pinakaD］（火の神。海、山、野の石を各１個、計３個で鼎状に置いたも
の）を安置する。竈の上には、屋根の垂木や桁材から釣り棚をおろし、薪を積んで乾燥さ
せるに用いる。土を狸ねて竈を造る際、「水」の字を竃の前に彫り込むことを羽慣とした。
トゥン可ナ［tunna］（名）和名、アキノノゲシ。キク科植物。高さはまれに２メートルに達
するものがある。普通は１メートル内外の高さで畑の畔や、休耕畑などに自生する。夏の
旱魅の時も夜露を吸ってよく成長繁茂する。茎を折ると白乳状の白汁を出す。葉は、多少
苦味はあるが、鰹の頭と一緒に若葉を煮つけると、鰹のダシ汁と苦味が調和し、消夏食と
なる。例、カツヌ可ダシナトゥンナン可パーイリ丁（［k§tsunudaJinaxtunnampaX
-
7iriba］（鰹のだし汁にトゥンナの葉を入れなさい)。
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可ナー［､a:］（名）縄。イガナー［７i9anax］（イカ釣り用の縄)、サバナー［Sabana:］（鮫釣
り用の縄。太くて強い。豚の血などでくり返し染め乾燥させ、さらに煮こんであるので、
黒光りして硬い)、ナー丁マ［nama］（小さな縄)、ユーー'ル［ju:ru］（細縄、凧揚げに用い
る細縄。アダンの気根の繊維で絢いあげる細縄、強力な縄)、ユーローー'マ［juxroma］（極
く細い縄）などがある。例、７ナートー可ルン［naxtoXruO］（縄をたぐる)。
ナーッ可ス［naxssu］（名）苗代。稲の苗を育てあげるまでの田。ナーッ可ス・グー
［naxssudax］（苗代田）ともいう。例、ナーップスナー可サニウラ可スン［､a:ssu-naX
sani9urasuD］（苗代に種子を蒔く）。苗つくりは次のようにして行なわれた。先ず籾
を一昼夜、水につけて取り出し、蕊で作った俵に、ムージ可ヌ・パー丁［muxd5inu-pa:］
(里いもの葉）を敷き、それに種籾を入れて発芽きせる。その間、俵の囲りにはシビナー
ジナ［JibinaK-d5ina］（（しめ縄）を張りめぐらしておく。種籾が順調に発芽するよう、祓
い清めるためである。発芽した籾を苗代に運び播種する。その間いろいろなタブーが行な
われた。それをソーコジ［so:d5i］（精進）という。例(1)苗代に種籾を運ぶ間、可ヅス可マ
レーナラ可ヌ［ssumareXnaranu］（大便をしてはいけない)。→播種した籾が固まる
ことを避けるためという。例(2)播種した後、ミジノース可ナ［mid5inoxsu-na］（容器の
水をドローッと流すな）－.これは大雨で種籾が流されるのを避けるためという。例(3)可
サー可ヌメーナラ可ヌ［saxnumexnaranu］（茶を飲んではならない）→理由は苗代
に金錆の水が出るのを避けるためという。例(4)ピニーンプスラ可ヌ［pinimsuranu］（讃
も剃らない）→これは種籾の毛根を切るこのを避けるため。例(5)パモー可ルンドーレー可
アサルゴーンドーレヤバカシファイ丁ミサン［pamoXrundoXre27asaru90X-ndo:re:-ja
bakaJiffaimisaD］（蛤やあさりなどは煮て食してよい）－つ開くから。（発芽につなが
る)。
ナールン［na:ruU］（動）鳴る。ナーラヌ［naxranu］（鳴らない)、ナールタン［､a:rutaD］
（鳴った)、ナーリテイ［naxriti］（鳴って)、例、カンナールー1ヌナールン［kanna:runu
naXru9］（雷が鳴る)、トゥキ可ヌナールン［tVkinunaXru9］（時計が鳴る)、ドゥラー
ンヌナールン［duraxnnunaXru9］（銅羅がなる)、例、クヌサンシンマー可ユー
ナールン［kunusanJimmaXju：naZruD］（この三味線は、よく鳴る、よく響く）
ナカプシ［nakaJi］（地名）ナカズルの次に、船浦湾の奥に開けた水田地帯。ピナイサーラ
［pinai-saXra］（ひない川）に近い。カンザトゥヤー［kandzatuja:］（慶田城家）やフサ可
キャー［の1sakja:］（富里家）などの水田があった。
丁ナカズル［nakadzuru］（地名）マーレーの次の谷の両岸を開拓してできた水田。ユレーヌ
可・ター［juremu-ta:］（寄合家の田)、ムレーマヌコ・ター［murexmanu､taX］（通事家の田）
などがあり、フサ可キャーヌ・ター［のusakjamuta:］（富田家の水田）もあった。
ナカ可ダ［nakada］（地名）ナカダタバマルは船浦湾底部をヒルギの群落の間を抜くように内
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陸部へ進んで行った所に開けた水田地帯。美田地帯であったが、戦後米軍の伐採隊が水源
地帯にブルドーザーを入れて乱伐したため、大水で流出した赤土に埋められてしまった所
がある。カザケー［kadzakeX］（加治工家)、フク丁マレー［①ukumareX］（友利家)、トゥ
ムシェー［tumuJex］（宮良家)、シマフ７ケ_［Nima①Vke:］（島袋家）などの水田がある。
ナサ可ビ［nasabi］（名）和名、なす。ナス科植物。この植物名は「念仏歌」の「ウシトゥブ
ヌクイ」（弟の歌）の中にもみえるから、古くから親しまれた食用植物であろう。「…ウギ
ヌスラウリナスビ…」（…甘簾の茎に、ウリ、ナスビ…）とあるが、口語では、ナ
サブビ［nasabi］と発音する。魚のダシ汁で煮て食べたり、焼いてナマ可シ［namaJi］のつ
まにして食したりした。味噌和えにしたのも美味であった。
コナイ［nai］（名）苗。マイヌプナイ［mai-'lunai］（稲の苗)。ナイブヤーイッケナム
イ可ヤン［naijaX9ikkenamuija9］（苗は非常によく育った。生えた)、可ナイトゥリテイ
｢マイイビ可（［naituritimai7ibiba］（苗を取って稲を植えなさいよ)。ナイ可ヤー
アウ可ダナーイリティプカタ可ミカヨーセー可テイイビシミタ可［naijaX2audana：
２iritikatamikajo:JeXti7ibiJimita］（苗は春に入れて担ぎ、運んで植えさせた)。
ナヤ［naja］（名）鰹漁業で鰹節を製造するのに使用される建物をいう。農具を入れる小屋
に対しては言わない。魚網や魚具などを収納し、保管する小屋に対してもいう。鰹節製造
する建物全体をシーゾー可ヤー［Jixdzoxja:］（製造屋、総称）という。バイカンブ・ヤー
［baikaJ1-jax］（｢焙乾屋」の義か。鰹節を懐製する建物）もシーゾー可ヤーの一つである。
可ナビシケー［nabiJikeX］（名）鍋敷。丸底の鍋類を安定させるために、鍋の下に敷く藁製の
台輪。藁を束ね､、直径約15センチ、内径約１０センチ程の輪を作り、藁縄で藁束の輪を巻
き締めて作ったもの。例、可ナビシケーナ丁ナビビシ丁（アスー'カーウーカン丁ティ
ゲ可ラー［nabiJlkexnanabibiJiba7asukａｘ７ｕ:kanti9erax］（鍋敷に鍋をく坐せなさ
い＞置きなさい。そしたら動かないよ。ほら）
可ナビウテイ・プチ［nabiutioVtJi］（名）熱い鍋類を掴む際に用いる藁製の手当て。稲藁製
のプチ［のvtJi］（わらじ）に似た編み物を－対一組にして、両手で鍋類を掴んで竈から
移動する際に用いた。シンマイリビ（大鍋）で甘藷を煮るときは、煮汁を零して水切り
する際にも用いた。例、可ナビウテイ・フチヌナーン丁カイツァー可ヌ丁ナビカサマ
ラヌ［nabiuti-のVtJinunaxOka：>itsamunabikasamaranu］（鍋掴みワラジがないと、
熱くて鍋は掴めない)。
ナベーゴラ［nabexra］（名）和名、ヘチマ。ウリカ植物。この植物は熟すると、硬い植物繊
維が出て食べられないが、若いうちは軟らかく、美味である。鰹の頭や腹皮などと一緒に
煮てもおいしく、可パルン［paruO］（鰹の卵）とチャンプルーにしてもおいしい。熟した
ものは、繊維質の部分を利用して鍋洗いにしたり、風呂場のタワシlこしたりした。ナベー
うう丁ブリクーデイ司一［nabe:raburikuXdix］（ヘチマをもいで来ようよ）
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可ナルン［naruO］（動）実がなる、生る。ナラヌ［naranu］（生らない)、ナル丁タン
［naruta9］（生った)、可ナリテイ［nariti］（生って)。ナリ丁ムヌ［narimunu］（果実)、フ
ナ丁ブーンバン可スルーンイッケン可ナレーン［のunabumbansurum7ikken
nare:､］（九年母＜みかん＞も、ばんざくろもたくさん生っている)。ナリムヌ丁ヌパチ
［narimununup9tJi］（生り物＜果実＞の初生）
￣
ニシマミジ［niJimid5i］（地名）現在の中野村と住吉村の中間あたりの水田地帯。ウランザキ
[７urandzaki］（宇奈利崎）の東側あたりの海岸に面した湿地帯を開拓したところ。イラ可
プレー［７irabureX］（西原家)、ヨー可カヤー［jo:kajax］（西原家)、トゥムレー［tumure:］
（友利家、田代家）などの水田があった。
ニフ可ク［nibuku］（名）敷物の一種。細い藁縄を約１寸間隔の縦糸に配し、稲藁でカーペッ
ト状に編みあげたもの。米を干したり、稲搗き、稲摺りの際、地面に敷いて用いる。使用
後はぐるぐる巻いて、トーうう［to:ra］（炊事小屋）に吊しておく。
ニンジンキョウ［nind5iDkjo:］（名）和名、ウイキョウ。セリ科植物。例、ニン可ジンキョー
ヤパトゥ可マナーテーナン丁ゾースク７ローランセン［nind5i9kjoxjapatumanateX
nandzoXs9kuro:ranseD］（ういきょうは、鳩間では、あんまり耕作なさらなかった）
ブヌーン［nux9］（動）絢う。ノー可ヌ［nomu］（絢わない)、ナイブプサン［nai-p9saO]・アダ
ナブシサイティアダナブシ・ジナナイ・（［?adanaJisaiti7adanaJi-d5inanai‐
ｂａ］（アダンの気根を裂いて、アダン綱を絢いなさいよ)。ロープがなかった頃は、フー
カラ・ジナ［①uKkara-d5ina］（枕榔の讃）で絢った綱を三本掛け合わせて絢いあげ、太い
綱を造って船のロープにした。この絢い方を、シナ・カキ可ルン［Jina-k9kiruU］という。
ヌス可ビラ［nusubira］（名）和名、ノビル。ユリ科植物。ビラ［bira］ともいう。ユリ科植
物。細い、平くったい長管状の葉がある。ネギのような臭気がある。これも肉汁や魚汁の
オンガキとして重宝される。家庭菜園でも栽培される。例、ヌス丁ビラ可スリキテイ
ヨー可クマークマ可シウラ可シテイスーナイル可カーンマー可ン［nusubirasuri．
kitijo：kuma:kumaJi7uraJJtisu:na7irukax？mmazU］（ノビルを剃って来て細かに
おろして汁に入れるとおいしい)。例、ヌス丁ビラーメーイサナケーラ丁ﾉレゴー
フーカイオー可レーナー［nusubira：meX2isanake:-raru9o:raXkai-o:re：、a:］（ノ
ビルは、多くは石垣から購入されたんだねえ）
プナバ［naba］（名）松茸。きのこ。西表島の松林の地上、雑木林の中の地上などに自生す
る。伐り倒された雑木が地上で朽ちかけている場合など、その朽ち木に自生するこのもあ
る。丁ウシキー［?uJi-ki:］（ハスノハギリ）などに自生するナバ［naba］は、有毒種とい
われ、食べなかった。例、可ウシキーナムイプルナバードゥク可ヌアンツォー
［７uJikimamuirunaba：dukunu7antsox］（ハスノハギリに自生する松茸には毒があ
るそうだ)。
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可ナリウン［nari-uD］（名）和名、ハリイモ。ヤマノイモ科植物。
可ヌカ［nuka］（名）米糠。主として米糠に対していう。米糠は大根を漬物にしたりすると
きにも用いた。また、オー丁ヌ．イー［?omu-7i:］（｢豚の飯」の義。豚の飼料）に混ぜて
利用したりして、家畜の肥育上、重宝されたものである。トゥルンマ゛ヤー［turuJl~jaX］
（鶏小屋）では、砕米や豆などに糠を混ぜて与えると、よく食べた。石垣島あたりでは、
ヌカヌ．ミーシュ［nukanumixJu］（糠の味噌）などが作られたが、鳩間ではあまり作ら
なかった。
ヌキ可ル［nukiru］（名）鋸。鋸の総称。ヤマ・ヌキ可ル［jama-nukiru］（山鋸、伐採用)、
キーバキ・ヌキ可ル［kiXbakinukiru］（丸太用鋸)、カタパー・ヌキ可ル［k9tapax-nukiru］
(片歯鋸)、リョーバー・ヌキル［rjo:ba:-nukiru］（両歯鋸)、ピキ・ヌキル［pjki-
nukiru］（引き鋸)、マーシ・ヌキル［、a:Ji-nukiru］（廻し鋸、底びき)、タテビ可キ
［tatebiki］（たてぴき用鋸)、ヨコビキ［jokobiki］（よこぴき用鋸)、カナノコ
［kananoko］（金鋸、金属用語)。
ヌキマムヌ［nukimunu］（名）「除けもの」の義か。稲を猪害、鳥害から守るために用いるも
の。西表島は特に猪害が大きかったから、カマイ可ヌヌキブムヌ［kamainunukimunu］
（猪の除けもの、猪害除け）には意をそそいだ。人の汗や、あかのしみこんだポロをカカ
可シ［k§kaJi］（案山子）に着せておくとか、ナル可．［naruko］（鳴子）を掛けておいて、
縄で引いて鳴らして猪を脅し、猪害から稲を守ったりした。
ヌザキー1グー［nudzakida:］（地名）ピナイサキを西へ回わって、原野の中に開けた水田地帯。
アラヤー［?arajaX］（吉川家)、ウチ可ネー［?utJine：〔(仲伊部家）トゥムレー［tumure:］
（友利家、田代家）などの水田があった。
ノーリ．ユー［nozriju:］（名）「稔り世」の義。豊作、豊年の意○マサルユー［masarujuX］
（勝る世、今年以上の豊年の意）の対・動詞ノールン［noxru9］（稔る）の連用形に名詞
がついて形成された複合名詞。カキ可．ブス［k9kipusu］（書き人)、ヤキ゛ブス［jaki‐
pVsu］（焼き人、焼く人、病人)、アイ・ブス［７aipusu］（上げ人、上げる人、揚げる人)、
タテイ可・ブス［t9ti-pusu］（建て人、建てる人)、シニ・ブス［Jinipusu］（死に人、死
人)、サニ・ブス［sani-pusu］（嬉しがり屋)、ユーリ・キ［ju:ri-ki］（寄り木、流木）
￣
バー丁キ［baXki］（名）篭、竹製の旅。竹の薄い皮で編みあげた
容器。藷や魚、烏賊などを入れるのに用いる。総称。タキ.
バーキ［t9kiba:ki］（竹篭)、イガ・バーキ［７i9a-bazki］（烏賊
龍）などがある。農業用の旅は、特に可テイル［tiru］（旅）と
いう。テイルには、ウン７.デイル［７undiru］（藷を入れる旅)、
ブタ・デイル［のlJtadiru］（蓋のある、弁当入れの旅)、サギ・ソー~'キ［sa9i-so:ki］（吊
り寵）などがある。
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パタキ・シグ可トゥ［p9taki-Ji9utu］（名）畑仕事。野良仕事。テイダー'ヌヨーコイコナラ
丁バーラノレパタキシグ可トーナル［tidanujo:koinaraba:rarup§taki-Ji9utox
naru］（太陽が傾いて暑気の緩む頃になってから畑仕事はできる）ペーレーヌマシジキ
テイ可パタキ・シグ可トウンノーン可ナラ丁ヌ［pe:remuJid5ikitip9taki-Ji9utun
noxnnaranu］（旱魅が続いて畑仕事も何もできない）
パタ丁キ［p9taki［(名）畑。ウブパタ可キ［7ubup9taki］（大きな畑)、パタケープマ
［p9takexma］（小さな畑）などの種類がある。畑を開墾する際は、先ず原野のユシ可キ
［juJjki］（すすき）を焼く。すすきの下葉や枯れすすき、枯れ葉などが燃えたあと、立ち
枯れのすすきを刈りとる。この半焼きのススキをヤキバイ［jakibai］という。ヤキバイを
刈り取ることを、ヤキバイ丁スリ［jakibaisuri］という。ススキの刈り株を掘り起こすこ
とを、アラシカイ可シ［７araJikaiJi］（あらうち）という。その後、マタカイシ［mata
kaiJi］（二度打ち）をして植付け可能の畑に仕上げる。この一連の作業をアラシアクン
［?araJi?aku9］（荒地を開墾する）という。例、ヤキバイプ
パタ丁キスクル丁夕［jakibaisuriti？araJi7akip9taki
て荒地を開墾し、畑を作った）
アラシアキ可
(ヤキバイを刈り
スリティ
s1kuruta］
パチンガ゛カー［p9tJi99a-kax］（名）下り井戸の一つ。ナカン可ムレ［nakam-mure］（中岡)、
の西北部にあるニシ１－［niJidox］（｢北の窪地」の義か。地名）とうカンドー［kando:］
（｢上の窪地」の義か。地名）の間にある鐘乳洞。昔はこの鍾乳洞の洞窟底の湧水も利用
したという。伝説によると、この洞窟は対岸の西表島のウランザキPurandzaki］（宇奈
利崎）に通じているという。現在は落石などがあって湧水は認められない。
バツァ可ムン［batsamuU］（動）牛を繋ぐ。バツァマ可ヌ［batsamanu］（牛を繋がない)、（
ツァムリン［batsamutaO］（牛を繋い､)、バツァミ可プサン［batsami-pusa9］（牛を繋ぎ
たい)。牛のパナジナ［panad5ina］（鼻綱）はフー可カラジナ［のu:kara-d3ina］（枕榔の髭
で絢った縄）を用いる。これだと牛が誤って食べる心配がない。これを３尋ほどの長さに
して、更に３～４尋のアダナ可シ・ジナ［?adanaJid5ina］（アダンの気根の繊維で絢った
綱）をつけて一日中放牧状態におく。
パマイ［pamai］（名）飯米。保有米。精米してあって、すぐ炊飯できる状態で保管してあ
る米。イズンブタクーントゥリガシシケーバカティ可ムノーソーヤナー可ヌ
ダン丁シマイ可ツサイパマイシュコーリ［?idzuntakumturi9aJi-Jike:bａ
k9timunoxso:janamudanJimaissaipamaisikozri］（魚も蛸も獲って燥製にして
あるので副食物は心配ない。早く米を搗いて、飯米の準備をしなさい)。
バラフ丁夕［baraのVta］（名）藁。イネの藁。バラフ可タ・ジナ［bara①Vta-d5ina］（藁縄)、
バラフマタ・ポーキ［bara①VtapoXki］（藁の芯で作った箒、座敷用）バラフタ可ヌシン
シーポープキスクコリバヨー可［bara①VtanuJinJiXpo:kislJkuribajo:］（藁
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の芯で箒を作りなさいねえ)。藁縄は手軽に作れるし、用途も広く、重宝な縄であった。
諸々の荷造り用、屋根葺き用に使用された。
パン可ダマ［pandama］（名）和名、スイゼンジナ。キク科植物。高さは約50センチ、葉は長
楕円形で柔らかい。裏側は紫色を呈しており、鰹の頭やイノーマイズ［?ino:-idzu］（環礁
内魚類）と一緒に煮込むと美味である。魚の生臭みが消きれる。例、パンダマ可ヌパーョ
カカイテイ可カツン・スブルコトゥンブ可シミー［pandama-nupaxk9kaiti
-￣ も
k9tsunsuburu-tu7mbuJimix］（パンダマの葉を椀ぎとって鰹の頭と蒸し煮してごらん）
ピーー,．パサン［piKp9saD］（名）「火鋏み」の義。火箸のこと・竈の中から襖を鋏んで取り
出し、煙草盆などへ移すのに用いた。鉄製の火箸。針金（８番線）を利用して簡単に作る
ことが多かった。針金がないときは、生の竹やススキを利用して作った。
ピキ．ウシ［pjIki-uJi］（名）硬き臼。松や樫の大木の幹部を利用・ lki-uJi］（名）硬き臼。松
して作った。籾を玄米にするために用いる臼。下臼と上臼の二
個の部分よりなる。下臼は山型の台座を有し、中央に軸棒が
あって、それを上臼に貫き通す。上臼の下部は台座の山型に重
なるように割られ、中央部に穴があけられて台座の軸棒を通す
仕掛けになっている。上臼の上部には籾を入れるための椀型の
穴が掘られ、軸棒を通す腕木がつけられて回転のゆれを防ぐよ
うにしてある。上下の臼の接合部は鑿で歯たてきれており、摺
り合わせることによって籾殻が摺り落される仕組みになってい
る。上臼の両側には本体を割って耳を作り、それに縄を通して
両方の縄を交叉させ、交互に引いて臼を回転させ、籾摺りをする。通常は、ニブプク
［nibuku］（藁で編んだ敷物）の上に臼を置き、女二人が向きあって座し、縄を引きあっ
て籾摺りをした。手の足りないときは、母親は息子を対座に坐らせて縄を引かせ、その引
く力をみて子供の成長を楽しんだりした。
ピクン［p9kuD］（動）①粉を硬く゜ピカヌ［plkanu］（賑かない)、ピキティ［pJkiti］（砿い
て)、ピキ可プサン［plki-pusa9］（隈きたい)、ピクタン［pjkuta9］（隈いた)。ムチマイ可
フクラシティ可クーピキプール可ムチスク可リヨーマ［mutJimainJkuraJitikuX‐
plkipuXrumutJislJkuri-joX］（もち米を水につけて、粉に砺いて豊年祭の餅を作りなさ
いね)。②摺り臼でひいて玄米にする。マイ．ピクン［mai-piku9］（籾摺りをする)。
ピナー［pina:］（名）火縄。枕榔の幹頂部に葉柄をとり巻くように生えている黒い髭（植物
繊維）を集めて縄を絢い、二、三本合わせて藁や藁縄で締め、巻きつけて約’メートの長
さにしたもの。先端部に火をつけて田畑へ持参し、種火として利用した。￣本あれば’日
中の野良仕事の間中、マッチ代用に利用できいた。例、ピナートゥギピータシキリ
[pinaXtu9ipiXtaJlkiri］（火縄を持って来て、火を焚きつけなさい)。
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ピナイサキ［plnaisaki］（地名）船浦村の北端にある鳩離島の方へ突き出た岬。ここは、船
浦湾口に当たる所で、海岸より少し陸地に入った所に大きな鍾乳洞がある。これをピナイ
サキヌ・ガマ［pinaisakinu-9ama］（ヒナイ崎の洞窟）という。戦争中、このガマの中に避
難した。鳩間村のピナイ可・ウガン［pinai-7u9a9］（ヒナイお嶽）は往古、ここのお嶽から
香炉の灰を分けて建立したお嶽であるといわれている。鳩間島にその口碑が伝わっている。
ピビザヌ・可コイ［pibidzanukoi］（名）山羊の糞便は、山羊小屋の中で飼料の草や、木の葉
類、茅類と混ぜられて踏み固められている。それらを掻き出して畑へ運び、肥料として用
いる。アウ丁ダ［?auda］（春）に入れて運ぶ。シキゴイ［Jlki9oi］（基肥）にしたり、播種
後に畑に撒いたりして使用した。
ヒョータン［coxtaO］（名）和名ユウガオ。ウリ科植物。普通、裏庭の家庭菜園で作る。木
や竹で棚をかけ、それに這わせて実を結ばせた。果実が成熟すると椀いで乾燥させ、鋸で
二分して、ペー可ラ［pera］（籾をすくったり、水をすくったりするのに用いる道具）を
作った。ヒョータン丁シペー可ラスクコローッタ［9o:tanJipeXras9kuroXtta］（ユウ
ガオでペーラを作られた)。
ピル［piru］（名）和名、ニンニク（大蒜)。ユリ科植物。地下には10個内外の小球からなる
鱗茎があり、独特の強烈な臭気を有する。各家庭でかなりの量の作付をした。収穫したピ
ルは茎を切断し、鱗茎部のみを甕に入れ、酒を加えて保管した。冬期にはそれを出して食
し、風邪の予防にした。また乾燥した鱗茎はシビナージナ［Jibina:d5ina］（注連縄）に
結んで吊し、厄払いに用いた。長期間の病気を患った者には、鱗茎の小球を糸で貫き通し、
数珠のように輪を作って、それを首からかけ吊した。風邪をひく者も同様にして早期に治
癒した。何かに驚いて虚脱状態が続くと霊魂が遊離したと考え、マブ可ル・タミ
［maburu-kumi］（霊篭め）の儀式をとりおこなった。その際にも、鱗茎の数珠を首に吊
した。また発熱すると、隣茎をダイ丁パー［daipa:］（播鉢）ですって、塩と混ぜ、頭から
背中へ手の掌ですり下し、腹部から脚へとすり下して着衣させ、解熱きせた。
ププーマイ［puXmai］（名）「穂米」の義か。藁に稲穂のついたま、のもの。シラ［Jira］（稲
叢）を作って保存するため、脱穀しないま、の状態で庭先きに積んで、トゥマー［tumax］
（苫）をかけて屋根状に葺き、風雨を防ぐようにした。
ブー丁ヌ［buXnu］（名）斧。斧の総称。ヤマブー丁ヌ
［jama-bumu］（山斧。伐採用)、ダム丁ヌバリ・
ブー可ヌ［tamunubari-bumu］（薪割斧）ユッキ
［jukki］（手斧)、イシユッキPiJi-jukki］（石割
り用手斧)、可ナタ［nata］（鉈）例、ヤマゴー
ベー丁リティブー丁ヌシヤーザイ丁ギキジ
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ウラ丁ソーツタ［jamaXpexritibumuJija:dzai9ikid5i7urasoXtta］（山へ入って山斧
で家屋用材木＜建築用材＞を削って、山からおろされた）
ブガリ・ノー可シ［bu9arinoxJi］（名）骨休め・田植えなどの植付け作業や稲刈りなどの作
業が終了した日の晩などに酒肴などを飲食して豊作を予祝し、休養をとること。ヤマ丁．
バコー［jamabakoz］（家造りのための山入り共同作業、材木の伐り出し作業）や、ユイ
マール［juimaxru］（結いによる共同作業）の終了した日の晩などにも行なわれた。
フクナ［のVkuna］（名）和名、ハルノノゲシ。キク科植物。「蒲公英」の義か。畑の畔や休
耕畑、道端などに自生する。普通は雑草として扱われている。全草軟らかで、茎を折ると
乳液状の白汁が出る。若葉は食用となる。夏の旱魅期に野菜が切れると、鰹のダシ汁にフ
クナの若葉を摘んで入れ、野菜の代用とした。普通は豚の飼料として用いられた。例、フ
クナーンツァン丁シミ可キーカツン丁スブル可トゥネーシオー可ヌイーバカシ可
（［①Vkunam-tsanJimiki：k9tsunsuburutune:Ｊｉ？o:､ｕ？ixbakaJi-ba］（フク
ナでも摘んで来て鰹の頭と一緒に煮て、豚の飼料を炊きなきいよ）
可プスン［pVsu9］（動)。干す。プサ可ヌ［p9sanu］（干さない)、可プシテイ［pVJiti］（干し
て)、プシプ・プサン［pVJipusaO］（干したい)。マイヤープアミブヌフイティプサラ
可ヌ［maija：７aminu①uitixpVsaranu］（稲は、雨が降って、干せない)。
脱穀した米は、ニラハク［nibuku］（藁で編んだ敷物）に広げて天日に干した。戦後は米
軍払い下げのカバーを購入して、それを使って干した。軽くてとり扱いに便利であった。
丁プゾー［pudzo:］（名）たばこ入れ。「宝蔵」の義。女は宝珠のような形に縫製した袋状の
たばこ入れを持っていた。細かく刻んだキザミタバク（刻みたばこ）を入れて持ち歩いた。
男は木を円く、筒状に割って作った蓋付きの煙草入れを持ち、煙管に紐をつけて吊すよう
にして持ち歩いていた。中にシキダ可キ［Jlki-daki］（燐寸）を入れることができ、雨が
降っても安全であった。漁師は、出漁の際には必ずこれをナーブク［naXbuku］（縄箱）に
入れて持参した。
ブタ・デイル［のVta-diru］（名）「蓋旅」の義か。蓋のついた
旅で、弁当入れに用いる。ウンヌブイー［７unnu-7iX］（芋を煮
て程ねたものをポール状に握ったもの）や、カティ可ムヌ
［k9timunu］（お数。副食物）などを入れておくのに用いる。
冷蔵庫のなかった時代には、この蓋付きの旅に食物を入れて、
風通しのよい木陰の枝に吊しておくと、食品はなかなか腐敗しなかったし、蝿などがつく
こともなく、衛生的に食品を保存し、運搬することができた。
ブナージマ・ヌー［buna:d5ima-nux］（地名）トゥマダ・タバル［tumada-tabaru］の南側、
タカスク山の斜面に、幅約50メートル、長さ約100メートルの茅の密生した原野がある。
これをブナジマ・ヌーという。ここは明治末期から大正期にかけて、可シザバナリ
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［Jidzabanari］（下離）の炭坑用の坑木を伐採したり、炭焼き用の木材を伐採したために
出来た野原といわれている。
フノー可ラ［のunoxra］（地名）船浦部落のこと。往古、マラリヤのために廃村となり、住民
は鳩間島に移った。戦後はマラリヤの撲滅に伴ない、鳩間島からの移住が増え、またその
他の地域からの移住者も増えて現在のように栄えてきた。
マフムン［①umu9］（動）編む。フマ丁ヌ［①umanu］（編まない)、フミ可・プサン［の
umipusa9］（編みたい)、フムリン［のumuta9］（編んだ)。可ムス可フムン［musu①
umu9］（筵を編む)、タング可フミテイタン可フナウン［ta9guのumititaD①
unauO］（炭俵を編んで木炭を入れる)。筵編み機で筵を編む場合は、アダンパームス
（あだん葉筵）やサーラ・ムス（藺草で編んだ筵）などは、上質の筵ではない。
ペーレー［pexrex］（名）ひでり。旱魅。夏の日照りが続くと島の人々は、三つある村井戸に
111頁番で水汲みをした。インヌ・カー［?innu-kax］（西村の井戸）やアンヌカー［7annu-
kax］（東村の井戸）には、村の娘たちが集まって、井戸水が湧出するまでの時間を語り合
いながら夜を徹して水汲みをした。例：ペーレーヌブアドゥ丁ナーシジクター丁スグ
リ可ムヌーンサリナ_可ヌ（旱越があんなに長く続いたので作物も枯れてしまった)。
ボースー［boxsux］（名）二十四節気の一つ。陰暦５月の節で、太陽暦の６月５日頃に当た
るという。この頃になると梅雨期に入り、長雨が続くので、それまでに稲刈を終えるよう
にした。
マーレー［maKrex］（地名）シザバナリ（下離）の崎を回って船浦湾へ湾入したところの最
初の川をマーレ・ガーラ［maxre-9axra］というが、その流域にも水田がひらかれている。
ユレーヌブ・ター［juremu-taX］（寄合家の水田）などがあった。
マチン可パー［matJim-pax］（名）松葉。松の葉。鳩間島には琉球松はみられない。西表島に
は美事な琉球松が自生していたが、多くは戦争中に伐採された。伐採されて枯れた松の幹
や根には松根油を含んだアカ可シ［７akaJi］がとれた。これを鉛筆大に割って二、三本ず
つ燃やし、ランプの代用とした。松葉もよく燃えるが、これを燃料とすることはなかった。
マトーナ［matoma］（名）二耕・二度うち。アローブナが終ると、－ヶ月ばかり放置し、稲
の刈り株や雑草を土中で発酵させる。それが終了する頃にマトーナ［matoma］を開始す
る。牧場の牛を４～５頭借りて角を結び、田の中に入れて踏ませる。
マーキ［maxki］（名）薪。材木や丸太などを、５０～60センチの長さに切って、それを斧で
割って燃料としたもの。枯れたススキの燃料や、ウジ可ル［?ud5iru］（木の小枝や柴など）
に対立する燃料。普通は西表の山中より雑木を伐り出し、生の木を割って、それを台所の
寵の上に作ったタナ可［tana］（薪用の吊り棚)、ダム可ヌタナ［tamunu-tana］（薪棚）に入
れて乾燥させ、燃料にした。
マタバイ［matabai］（名）蘂。稲の刈り株から生えた芽のこと。蘂を放置すると、穂が出て
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収穫することができるが、翌年の収穫に大きく影響を及ぼすので、田の地力を養うため、
マタバイを田の泥の中に踏みれたり、キーパイで耕して土中で腐食させ、肥料となすのが
普通である。
アロー可ナ［7aroxna］（名）初耕。あらうち゜マトーナ［matoma］（名）二耕・二度うち。サ
ン丁トゥ［santu］（名）三耕・三度うち。
マラー1キ［maraki］（名）３０束を表わす単位。稲束を30本まとめて、大きく丸く束ねるときの
単位。バラフマタ［bara①1ta］（稲藁）を「ひとつかみ」の半分ほどずつ繋ぎく稲藁を３
タバル
－４回繋ぎ合わせる＞、それで３０束を丸く駁。このマラ可キは助数詞としても用いられ、１
反歩の田圃から幾マラキの稲の収穫があるかによって、上田、中田、下田の評価がなされ
た。
マイ・アーシ［mai7axJi（名）脱穀。マイ可・サイ［mai-sai］（脱穀）ともいう。マイ・アー
スン［mai-7axsuU］（脱穀する)、マイ・サウン［mai-sau9］（脱穀する）はその動詞。
キュー可ヤオシキーンカイ７ヤ（ダッコッ可キシマイ・アーシ［kjuxja？oJikim
kaija-badakkokkiJimai-7a:Ji］（今日は天気も良いので脱穀機で稲を脱穀しなさい)。在
来種のザイレー可・マイ［dzairex-mai］（在来米）は脱穀機で脱穀できないので、伝統的な
方法で脱穀した。ブドー丁シ［①udo:Ji］（稲扱。直径４－５ミリ、長さ約10センチの竹管
二本を藁の芯で蝶番状に連結し、それを右手に持ち、稲穂をはさんで籾を扱き落して脱穀
する道具）を用いて脱穀し、それを搗き臼に入れて杵でつき、長い芒を落した。芒を落し
た籾をピキウシ［plki-uJi］（摺臼）に入れて摺り、精米した。屋敷内にシラ［Jira］（稲
叢）を造って保存しておき、必要な分を取り出して脱穀し、精米して食べた。
マイヌ可・プー［mainu-pux］（名）稲穂、稲の穂。マイヌ・プー丁ヌソー可ジ［mainu-pumu
soxd5i］（稲穂祈願のために行われる村の祭祀。精進)。マイヌ．プープヌニン可ガイ
［mainu-puxnuni99ai］（稲穂の願い。村の祭祀、プーヌ・ソージともいう。稲の穂に害
虫がつかぬよう、旧暦３月庚に行われた)。マイヌ・プー可ヤンジスー可リイルンシ
キマブバスク可マウチナ可スカーカラリンマヨー［mainu-puxja7nd5isuxriPirun
J4kibubasVkumaPutJinasVkaXkarari-njox］（稲の穂は出揃って充分に成長し、色もつ
き始めているからスクマをすませたら刈り取りできるよ)。
ムカ可シェーヨープーヌ・ソ－７ジェーイッケナスー可ワーアローッ可タンダー可
パマウリソー可ジーンシーソーッ丁夕［mukaJexjoxpuxnu-soXd5eX2ikkeｎａｓｕ:wax
7aroxttandaXpamauri-soxd5imJixsoxtt'a］（昔はねえ、稲穂の精進は厳しかったよ。浜
下りソージもなさったよ)。
マン可ズイ［mandzui］（名）和名、パパイヤ。パパイヤ科植物。高木。幹は柔軟で、３－４
メートルに達する。葉はヤツデに似て40-50センチの大きさになる。中空で、60-70セン
チの長い柄を有するので、子供たちは、これで水鉄砲を作って遊んだ。果実は楕円形で、
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サッカーポール状。長さ20センチ程度に成長する。中空で、内部に赤豆大の種子が20-30
粒ほどある。未熟果は濃緑色であるが完熟すると赤黄色になり、芳香を発する。甘味があ
り美味である。未熟果は皮を剥くと白い乳液状の汁が出る。果肉は、マン丁ガナ
［maD9ana］（おろし金）で削って魚肉と煮て食べる。またシチマビ［JltJibi］（節目、祭
日）などに用いるイラキ可ムー［?irakimux］（妙り物料理）には必須の食品である。２セ
ンチ角に切って魚肉や豚肉類と妙り、仏前に供える。どの家でも屋敷内に２～３本植えて
あるので必要に応じて調理できた。また、この実の熟したものは女`性の性器に似ていると
いわれ、マンズイから出たマン可ジューは女性性器の隠語とされている。パパイヤの幹の
根に近い方の髄部は食用になる。タケノコよりも柔らかく、あく抜きをして煮しめると、
魚や豚肉のダシ汁を十分に含んで美味である。
ムギ可ワラ［mu9iwara］（名）麦藁。共通語からの借用語。鳩間島ではムンプグル
［muO9uru］（｢麦殻」の義か、麦藁のこと）というのが普通。ムギワラポー可シ
[mu9iwarabo:Ji］（麦藁帽子）などが島に導入されるに及んで用いられたことばである
う。しかし島ではクバガサ［kuba-9asa］（クバ笠）の方が多く利用された。材質も強く、
農業にも漁業にも併用ざれえたからである。ムングルは多くの場合、堆肥にするか、燃し
て畑の肥料にしたものである。
丁ムス［musu］（名）筵。アダン丁パー・ムス［7adampa:musu］（アダン葉筵)、パグ可．ムス
［padamusu］（｢肌筵」の義か。莫蓮)、サーラムス［saxra-musu］（藺草で編んだ筵)、タ
ラマ・ムス［tarama-musu］（多良間筵。多良間島で織られた長い筵。長さが９尺もあっ
た）などがある。アダン可・パー可キシキーアダンコパー・ムスフムンPadampax
kjJikix7adampa:ｍｕｓｕ①umu9］（アダンの葉を切って来てアダン葉筵を編む）
可ムン［muU］（名）麦。ムン可グル［muD9uru］（麦を刈り取った後の畑、「麦殻」の義か、
「麦藁」に対してもいう。沖縄本島地方では麦藁を利用して作った笠をムンジュルという
が、ムングルからの転誰であろう。しかし鳩間島では、ムンジュルは舞踊の小道具として
用いられるだけである)。例、ムン可ヌプー［munnupuX］（麦の穂)。ムンプグルカイ
可シンパラデイ可一［muO9urukaiJimparadix］（麦刈り後の畑を耕しに行こよ)。
ムヌスクリ・パンマタ［munusukuripanta］（名）農繁期。「物作り繁多」の義。スクリ・パ
ﾝ可夕［sVkuripanta］ともいう。①マイイビ・パンダ［mai7ibi-panta］（田植えの農繁期、
「田植え繁多」の義)、②マイカリ・パンダ［maikaripanta］（稲刈の農繁期、米刈り繁多
の義）などがある。例、カイブムヌスクリ・パン可タナープスバコピマダーリシミ
テイ可ヌヤーツオーマ（こんな忙しい農繁期に、ひとに無駄な時間を費させて、なんで
すか）
ムヌスク可ル［munusVkuru］（名）農業。「物作り」の義。ムヌスク丁ルには、 ①ター・スク丁
(畑作、畑作りリ［ta:s9kuri］（稲作、田作りの義)、②パター1キスク丁リ［p9taki-sukuri］
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の義)、可ヤサイ・スグリ［jasai-sukuri］（野菜作り）などがある。例；タースク可リパ
タ可キスクリバセーテイ可ノレヤラ可ビンケーンムール丁シゥカ可ナイフドゥバシタ可
（田圃を作り、畑を作ったりしながら子供達をみんな養育した）
マビ可キ［mabiki］（名）間引き。マビ可キスン［mabikisuU］（間引きをする)、ダイリ
ネーカタ-丁マクカーミーランダーー’ンベーマ可マビプキシー可（［daikune：
k9taXmaku-kaxmi:ran-daX7mbe:mamabikiJi:ｂａ］（大根は密に蒔くと大きくみの
らないので、少し間引きしなさいよ)。ピキ・アカシ［plki-akaJi］（引いて間隔をあける
こと）ともいう。
マイ［mai］（名）稲。「米」の義。稲のことを普通にマイという。ムチマイ［mutJimai］
￣
（糯米、粘り気が強く、餅を作るに用いる)。サクブマイ［s9kumai］（名）（梗米、粘気が
なく、ご飯用に用いる)、マイイビ［mai-ibi］（稲植え、田植え)、マイカリ［maikari］
(稲刈)、マイタブル［mai-taburu］（稲束)、マイマラキ［maimaraki］（稲束30束を束ね
たもの。単位)、マイアーシ［mai?axJi］（稲の脱穀すること)。マイ可ツサイ［mai-ssai］
（米搗)、マイヌ1.プー［mainupu:］（稲の穂)、バラフリ［baraのVta］（稲の藁)、（
ラフタ可ヌ・シー［baraのVtanuJi9］（藁の芯。これをたばねてバラフリポーキを作り、
部屋用の箒にした)。バラフリ・ポーキ［baraのVta-po:ki］（藁箒)。スリ可パイ［suribai］
（刈り株、稲刈の際、西表島の田圃は水を落さない。従って、スリバイを10センチ程残こ
し、それを鎌を使ってｘ状に交叉させ、その上に稲穂を置き、水に濡らさぬようにして太
陽に干す)。
マキタバク［maki-tabaku］（名）巻きたばこ。一般に市販されているタバコ。刻みタバコを
紙で巻いたもの。鳩間島では、女が巻きたばこを指間に挟んで吸うのを忌み嫌った。マ
ナーを弁えない、水商売の女の喫煙法ときめつけていた。島では、女の喫煙はキセルを使
用することが必要であった。現在ではキセルを使う人は見られない。
マイカリ［maikari］（名）稲刈り。鳩間島ではスク可マ［sukuma］（稲の初穂祭。旧暦５月
の壬）をすぎると稲刈りの準備に入り、早い田圃では刈り入れが始まる。西表島北岸一帯
のタータバルにあるター可ヤー［taXjax］（田小屋）に、１週間、または10日の日程で渡た
り、宿泊して稲刈作業を行なった。スー丁マン［sumaO］（小満、太陽暦５月20頃）の節に
入る頃から収穫が始まり、ボースー［boXsuX］（芒種、太陽暦６月５日頃）の節に吹〈
カーチー可パイ［ka:tJi:bai］（南風。芒種の頃に強く吹き出す南風）の風に吹かれて稲刈
りをした。刈りた稲は、ブス丁シゥカ［pVsusjka］（一つかみ）ずつ、稲の刈株をＸ字状に
交差させたスリ可パイ［suribai］（刈株）の上に置いて天日に干し、刈り終えたらそれを
束ばれてダブル［taburu］（二つかみ、フタシゥカで－束としたもの）にし、３０束ずつま
とめて、プスマラ可キ［p9sumaraki］にする。それを田の畔の集荷場に積み重ねて、フナ
－
１ジン［①unadSiD］（｢船積み」の義か。長さは約一間の長さに、高さ４尺程に積み、上か
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らトゥマー［tumax］＜茅を菰のように編み、雨水を防ぐために小屋や荷の上にけかける
もの＞を掛けて雨露を防ぐようにするもの）にしておく。二、三日おいて脱穀機にかけて
脱穀し、籾を力シガーフクマル［k9Ji9a:o9kuru］（朝鮮袋）につめて鳩間島へ運ぶことが
できるようにする。天気と風の具合を見て、それを島へ運び、天日に干して倉庫に入れた。
ミールン［、i:ru9］（動）甘藷など、根菜類が稔ること。「実入る」の義か？。ミーラヌ
［mixranu］（稔らない)、ミールタン［miKrutaD］（稔った)、ミーリティ［ｍｉ:riti］（稔っ
て)。クトゥシェー可ヨーウン可ユンダイブクニーンイッケナミーレーンブダー
［kVtuJeZjox？unjundaikunim？ikkenamiXrexnda:］（今年はねえ、芋も大根も非常に
よく稔ったよ）
ミン可グル［mi99uru］（名）きくらげ。きのこの一種。木耳。山中の枯木や朽ち木の表面に
群生する。ゴーナ可キー［gomakix］（桑の木）やガジ可マル［9ad5imaru］（ガジュマル、椿
樹）などに生えるのが美味だといわれている。形は人間の耳殻に似ている。濃い茶褐色で、
人間の耳殻から軟骨分を取り去ったような、寒天質状を形成する。乾燥して食用にする。
歯ざわりは、ギシギシして美味。例；カーヌブシンタヌガジ丁マルナーミングル可ヌ
イツケナムイ可ヤン［kamuJintanu9ad5imarunamiD9urunu7ikkenamuijaU］（西
の村井戸の後方のガジュマルの木に木耳がたくさん生えた)。
ミジ可ナ［mid5ina］（名）和名、スベリヒユ。スベリヒユ科植物。湿地に自生する。鳩間島
では、あまり食されなかった。トゥヤーシ・プチ可ル［tujaXJi-①VtJiru］（｢とり合わせ薬」
の義か。漢方薬のこと）の－つとして用いられていたようである。
可ヤサイ［jasai］（名）野菜。共通語からの借用語。総称として用いられる。可ナー［naK］
（菜）または、ナーヌ1.パー［namu-paX］（菜っ葉）というのが多い。パーヤサイ［pa:．
jasai］（野菜）の中には、タマ可ナー［tamana:］（キャベツ)、シマブナー［JimanaK］（たか
な)、ハク可サイ［h§kusai］（白菜)、シンギリ［JiD9iku］（しゅんぎく）、可ウンツァイ
ーワケギ［７untsaf］（えんさい)、シビラ［Jibira］（分葱)、可ビラ［bira］（|こら)、ピル［piru］
（にんにく）、ラッ可キョー［rakkjoX］（らっきょう)、パンブダマ［pandama］（すいぜんじ
ウイキヨウな)、シ－丁ソー［JiXsox］（紫蘇)、ニン可ジンキョー［nind3iDkjo:］（面香)、サクナ
[s9kuna］（長命草)、ンガ可ナ［７０９ana］（苦菜)、ソーキナ［so:kina］（不断草)、丁チサ
[tJjsa］（ちしや)、クース［kmsu］（とうがらし）などがある。その他の野菜としては、
シブル［Jiburu］（冬瓜)、カブッチ［kabuttJi］（南瓜、カボチャ)、ナベー了う［nabe:ra］
(へちま)、ウー丁ル［７uxru］（きゅうり)、ナサ丁ビ［nasabi］（茄子)、ゴーゴヤ［90:ja］
（にがうり）、ダイブクニ［daikuni］（大根)、キンダイクニ［kin-daikuni］（にんじん)、
グンポー［gumbox］（ごぼう）、ターコウン［taX7uO］（さと芋)、可ナリウン［nari7u9］（は
りいも)、ヤマ可ウン［jama-7u9］（扇形をしたやまのいも)、丁カヨーン［kajo:U］（紫色で
棒状のやまいも)、マン可ズイ［mandzui］（パパイヤ)、ソン可ガー［so99ax］（生姜）など
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がある。
マヤマDama］（名）鋤、梨。牛耕用の農具。ウ
シヌプ・ヤマ［７uJinujama］（牛に牽引させ
て田や畑を鋤〈農具)、ウシヌブ・ビラ
［７uJinu-pira］（｢牛の篦、評」の義、鋤の－
種）ともいう。床木の先端を削り、それに鉄
製の梨先をつけ、床木の後部に軸木をたて、
軸木から床木と並行に腕木を出し、床木との間に梁を渡して固定したもの。腕木から綱を
出して、牛のツファ［ffa］（鞍）に連結し、鋤を牽引ざせ田や畑の土を鋤き起こす。
ヤマヌキ丁ル［jamanukiru］（名）山鋸。山林伐採用の鋸。山に入って建築用材を伐ったり、
薪用の雑木を伐ったりするのに用いる。軽くて、よく切れる。幅約10センチ、長さ約５０セ
ンチで鋸歯は一般に大きく、作業や運搬に便利なように作られている。例；ヤマヌキル可
ヌパータテイ可ルンテイベー［jamanukirunupaKtatirun-tibe:］（山鋸の歯を鑪
で研磨して目立てしようとしている)。
ヤマブーヌ［jamabumu］（名）山斧。山で建築用材を伐り倒し、四角のカクザイ
［k9kudzai］（角材）に荒削りする際に用いる斧。鋭利な斧で、薪割用斧に比べて軽い。
平常は使わない。ヤマプサー［jamasax］（｢山師」の義か。山の木を伐って売り生計をたて
ている人）などは、斧の刃の部分を取り外して保管していた。例；ヤマブー丁ノーイッ
ケン可キシブルン［jamabumoxPikke9kJJiruO］（山斧は非常によく切れる）
ヤマ可・フミ［jamanmi］（名）「山踏み」の義か。家屋新築の際、建築用材を伐り出すた
めに西表島の山に入り、予め共同作業に適した場所、材木の多く伐り出せる所を探す必要
がある。そのために山入りをすることをヤマ・フミという。テイドゥプク・ヤマ［tiduku‐
jama］（ティドゥー山)、マーレー・ヤマ［maxrex-jama］（マーレー山)、コクンヤマ［kuH
jama］（古見岳）などの山々にヤマフミをした。
ヤマ可カマイ［jamakamai］（名）「山猪」の義。猪のこと。転じて、向こう見ずな人、乱暴
な人に対して、多少の卑しめの感情をこめていう場合に用いる。例；ウリウリ７－ヤマ
カマイ可ヌイキ可フキクンドータ司一［?uri?uriXjamakamainu7iklのlJkikundo:tax］
（ほらほら、猪のような人が息をふきふき、またやって来るよ。ほら）
ヤマ７.バコー［jamabakox］（名）「山馬喰」の義か。建築用材伐採、搬出のための共同作業。
家主は、予めヤマフミ（山踏）をして、良材の伐採できる所を調べておき、日時を決めて
村の各家を廻ってユイ［jui］（結い、共同作業に出ること）を依頼しておく。当日は、伐
採する人はヌキ丁ル［nukiru］（鋸、山鋸）とヤマンガラ可シ［jamaD9araJi］（山刀）を持
参し、荒削りをする人はヤマブーヌ［jama-buxnu］（山斧)、ヌキブル［nukiru］（鋸)、ヤ
マンガラシ［jamaO9araJi］（山刀）を持参して参加する。当家の人は15-16名ほどの男た
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ちの朝、昼食と３時のサー可フキ［Saxの1ki］（茶うけ)、ムチ［mutJi］（餅）などを用意し、
賄い方として２～３人の婦人たちも頼んだ。作業員たちは、早朝３～４艘のブイダフニ
［７ida①uni］（板舟）に分乗して目的地へ渡り、共同作業をした。夕方には鳩間島に帰り、
ブガリノー丁シ［bu9arino:Ji］（骨休め）と称して、当家で夕食をとり、酒肴の持て成しを
受けて帰宅した。
ヤンズメ［jandzume］（名）和名未詳。鳩間島のナードヤマ［naxda-jama］（｢長い窪地」の
義か。西村の西方、ヤラ［jara］＜屋良、地名＞の中間あたりに幅約100メートル、長さ約
200メートルの窪地があり、その海岸側の雑木林をいう）の中に雑木に混じって自生して
いる潅木。葉は椿樹に似て軟らかい。米粒大の実が野ブドウの房状になる。１０～12センチ
の長さに実が密生し、熟れると赤紫色になり、美味である。子供たちが口を真赤に染める
ほど食べた。
ユガフ［ju9a①u］（名）「世果報」の義か。豊作の意。フガフ・ドゥシ［ju9a①u-duJi］（世
果報年、豊作の年)。ミルク・ユガフ［miruku-ju9aのu］（弥勒菩薩の恵みの豊年、豊作）
歌ことばでは、ユンガフ［juD9aのu］という。
／ダイククヌミルクバガパトゥマイモリ／
＜大国の弥勒菩薩が鳩間島においでになり＞
／クトゥシカラパトゥマユンガフデムヌ、ユンガフデムヌ
＜今年から鳩間島は豊年満作である。豊年満作である＞
／サーンサーンユーヤーサーサー／
＜雌子＞
（弥勒節）
ユシ可キダー［juJiki-dax］（地名）古文書では南ヨシキダとある。昔から美田地帯とされてい
たが、西表島北部一周道路建設のため埋めたてられた。可ウブシケヌ゛ター［７ubuJlkenu
tax］（大城家の水田)、カザケヌ可・ター［kadzakenutaX］（加治工家の水田)、ニシムレヌ
丁・ター［niJimurenu-ta:］（米盛家の水田)、キダシケヌ７.ター［kidaJikenMa:］（石嶺家
の水田)、メークヤヌ可・夕一［me:kujanu-ta:］（宮良家の水田)、クメーヌ・ター
［kumemu-tax］（小浜家の田)、メー可ケヌ・ター［mezkenu-taX］（大城家水田)、カナ可ケ
ヌ・ター［kanakenu.ta:］（兼久家の水田)、クシケヌリー［kuJlkenutaX］（小底家の水
田）などがあった。砂地の原野であった所を開拓して水田にしたところもある。小底家の
水田とウブミジ（大見謝川）の間に、ユシマキダミナトゥ［juJlkida-minatu］（ユシキダ
湊）がある。川口は大見謝jllと合流しているが流砂の堆積により満潮以外は船の出入りは
不可能。両岸一帯はヒルギの群落地帯である。
ユラシ［juraJi］（名）筋の一種。籾などをピキウシ［plkiuJi］（硬き臼、磨り臼）で籾磨I）
をして玄米にするが、籾と玄米を怖い分けるのに用いる竹製の筋。玄米が通過する程度の
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大きさに筋の目を調整したもの。小麦粉や餅粉などのような粉を筋うに用いるものは、可
シノー［Jinox］（小麦粉の筋）という。例、ユラシ可シマイユラシアラムトゥプ
サイバ［juraJiJimaijuraJi7aramutupVsaiba］（筋で米をふるって、籾を拾いなき
いよ)。
ラッコキョー［rakkjox］（名）和名、ラッキョウ。ユリ科植物。地下に白色の隣茎がある。
直径約２センチ、長さ約４センチになる。隣茎部を甕に入れ塩漬けにして保存するが、食
べるときは、多少の塩抜きをする。独特の臭気はあるが、大蒜ほどの臭気はない。パイル
［pairu］（酢）や味酎を加えて食すると美味である。例、ラッキョーコヌ丁サーギ可ア
ルカーカテイ丁ムノーナーンブタンテイン丁ミサン［rakkjoXnusax9i7aruka：
katimunoXnaXntantimmisaD］（ラッキヨーがさえあればおかずはなくてもよい)。
リョーバー・ヌキル［rjoxbaxnukiru］（名）両歯鋸。細工用の鋸。幅12～13センチ、長さ約
５０センチの鋸歯の部分に約15センチの柄がついており、鋸歯部分の片側はタテビプキ
［tatebiki］（縦ぴき)、片側はヨコビキ［jokobiki］（横ぴき）となるよう、鋸歯を調整し
てある。鋸一丁を、板や材木、サンガマブチ［saO9amatJi］（桟）などを縦、横に切る際に
使いわけた。
ンガー'ナ［?O9ana］（名）「|こがな」の義か。和名、ホソバワダン。キク科植物。葉は羽形。
長楕円形で濃緑色。味は苦い。薬草として家庭菜園などに栽培する。腹痛の際にダイ丁
パー［daipax］（播鉢）に入れて摺り、汁を搾って飲ませた。子供には黒糖を少量入れて
味付けして与えた。胃腸の薬として重宝された。例、バタ丁ヌ可ヤムカーンカ､ナ丁シ
シテイヌモーッ可夕［batanujamuka：,O9anaJJitinumo:tt,a］（腹痛があるとニガナ
を摺って飲まれた）
ﾝ_可マ［2ｍｍa］（名）馬。ミー．ン－７マ［、i:2ｍｍa］（雌馬)。ビキ・ン_マ［biki-
7mma］（雄馬)。鳩間島には馬は育たないという伝説があり、事実島には－頭の馬もいな
かつた。鳩間島はカンダカー可ルシマ［kandakazruJima］（神高いく神霊の高い＞島）
といわれており、神様は常に乗馬して、可ウガン［７u9a9］（お嶽）からウガンヘと通って
おられるので、人間が馬に乗って行くとカンアタ丁ル［kan?ataru］（神罰）を受けると信
一
じられている。従って今も馬はいない。パシャ［baJa］（馬車、石垣島で馬が引く荷車の
こと)、パシャ・ン_マ［baJa-?mZma］（荷車を引く馬のこと。遮二無二働く人のこと)。
例、パシャ・ン－マヌブカタチニ丁ミーラピー丁ヌンジ可ルンケンパタラクタン
テインモーカラ可ヌ［baJa-?ｍ:manuk9tatJinimiXrapimu7nd5iru9kem
p9tarakutantimmo:karanu］（馬車馬のように目から火が出るほど働いても儲からない）
（沖縄県立芸術大学）
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